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　当
出
版
会
は
諸
般
の
事
情
で
一
時
的
に
活
動
を
休
止
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
二
〇
二
一
年

の
コ
ロ
ナ
禍
二
年
目
、
社
会
や
大
学
が
そ
の
混
乱
の
対
応
に
一
定
の
道
筋
を
つ
け
て
動
き

始
め
た
頃
と
同
時
に
活
動
を
再
開
し
た
。
着
任
し
た
者
は
私
も
含
め
て
い
ず
れ
も
出
版
業

務
は
未
経
験
で
あ
り
、
前
任
者
も
既
に
退
職
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
原
稿
募
集
を
始
め
編

集
や
学
内
外
と
の
対
応
、
営
業
に
至
る
ま
で
の
殆
ど
全
て
を
、
厳
重
に
マ
ス
ク
と
換
気
を

し
つ
つ
感
染
に
怯
え
な
が
ら
、
手
探
り
で
行
っ
て
い
っ
た
。
当
然
、
素
人
の
大
学
職
員
が
、

い
き
な
り
専
門
職
と
し
て
の
編
集
を
こ
な
せ
る
わ
け
も
な
く
、
外
部
の
フ
リ
ー
編
集
者
や

カ
バ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
ご
指
導
と
ご
助
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
新
刊
の
制
作
を
進
め
た
。
そ
の

よ
う
な
厳
し
い
状
況
で
最
初
に
完
成
し
た
一
冊
が
本
書
で
あ
る
。

　私
は
大
学
図
書
館
で
司
書
を
務
め
て
い
た
経
験
か
ら
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
あ
る
程
度
は

本
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
い
た
。
し
か
し
、
出
版
に
不
可
欠
な
制
作
や
流
通
と

い
う
過
程
を
今
ま
で
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
仕
事
に
就
い
て
初
め
て
思
い

知
ら
さ
れ
た
。
具
体
例
を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
無
く
、
今
ま
で
の
経
験
が
役
に
立
つ
こ
と
も

多
か
っ
た
が
、
本
好
き
を
自
称
し
て
き
た
自
分
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
か
な
り
の
衝
撃
で
あ

っ
た
。
本
書
の
制
作
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
安
藤
潔
先
生
が
入
念
に
時
間
を
か
け
て
準
備

さ
れ
た
原
稿
と
、
先
生
み
ず
か
ら
英
国
各
地
を
巡
り
撮
影
さ
れ
た
豊
富
で
精
彩
な
写
真
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
順
調
に
進
み
、
予
定
ど
お
り
に
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
移
動
制
限
に
よ
り
閉
塞
感
と
不
安
が
募
る
中
、
読
者
も
ワ
ー
ズ
ワ
ス
と
共
に
英
国
を
旅

す
る
か
の
よ
う
に
書
か
れ
た
文
章
と
美
し
い
風
景
写
真
に
、
校
正
を
し
な
が
ら
ど
れ
だ
け

慰
め
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　印
刷
所
か
ら
届
い
た
梱
包
を
開
封
し
た
時
に
現
れ
た
色
鮮
や
か
な
表
紙
と
イ
ン
ク
の
匂

い
や
、
ペ
ー
ジ
を
捲
っ
て
間
違
い
が
無
か
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
時
の
安
堵
感
は
言
葉

に
し
難
い
。
大
学
出
版
会
に
配
属
さ
れ
て
本
書
を
制
作
す
る
機
会
が
無
け
れ
ば
、
本
に
つ

い
て
知
っ
た
つ
も
り
で
人
生
を
終
え
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
意
味
に
お
い
て
、

私
が
初
め
て
制
作
に
携
わ
っ
た
、「
何
年
経
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
」
一
冊
で
あ
る
。

色鮮やかな美しいカバーの写真
は、著者の安藤潔先生ご本人が自
ら車を駆って湖水地方やスコット
ランド、ウェスト・カントリーを
巡り撮影したもの。南ウェールズ
の ワ イ 川 と ス コ ッ ト ラ ン ド の
Loch Awe である。著者の強い希
望により、研究者として尊敬され
ている龍谷大学名誉教授の山田豊
先生のご著書をイメージに、カラ
ー写真を全面に出したうえでタイ
トルの書体にもこだわった。

［関東学院大学出版会・2022 年／
A5 判・332 頁・定価 3,300 円］

何
年
経
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
、
編
集
者
の
一
冊
《
13
》

安
藤
潔
著

『
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
と
英
国
旅
行
文
化
』

畑
岡
壮
一
（
関
東
学
院
大
学
出
版
会
）
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1　　生成AIをめぐる日韓対話

　第
三
九
回
日
本
・
韓
国
大
学
出
版
部
協
会
合
同
セ
ミ
ナ
ー
が
、
二

〇
二
三
年
一
〇
月
一
八
日
（
水
）
〜
二
〇
日
（
金
）
の
三
日
間
に
わ

た
り
、
大
韓
民
国
済
州
市
（
済
州
島
）
に
て
挙
行
さ
れ
た
。
筆
者
も

大
阪
大
学
出
版
会
よ
り
随
行
し
た
の
で
、
そ
の
模
様
を
報
告
す
る
。

　今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
主
題
は
「
生
成
型
A
I
時
代
の
大
学
出
版
」

で
あ
る
。
セ
ミ
ナ
ー
は
基
調
講
演
と
日
韓
代
表
者
に
よ
る
報
告
発
表

を
中
心
と
し
、
参
加
者
同
士
の
交
流
と
、
済
州
各
地
の
見
学
や
歴
史

学
習
も
併
せ
て
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
側
で
も
独
自
に
現
地
の
書

店
視
察
な
ど
を
行
っ
た
。
な
お
、
日
本
側
参
加
者
は
筆
者
を
含
め
八

出
版
部
よ
り
一
二
名
で
あ
り
、
対
す
る
韓
国
側
は
一
四
出
版
部
と
事

務
局
よ
り
二
七
名
で
あ
っ
た
。

　本
報
告
で
は
、
開
催
地
の
概
略
お
よ
び
セ
ミ
ナ
ー
で
の
講
演
・
発

表
と
現
地
見
学
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
時
系
列
に
沿
っ
て
記
す
と
と
も

に
、
若
干
の
雑
感
を
付
す
こ
と
と
し
た
い
。

開
催
地
・
済
州
島
に
つ
い
て

　済
州
島
は
福
岡
か
ら
西
に
三
百
キ
ロ
余
り
、
東
シ
ナ
海
に
浮
か
ぶ

島
で
あ
り
、
単
独
で
済
州
特
別
自
治
道
を
形
成
す
る
。
面
積
は
香
川

県
と
同
程
度
、
人
口
は
約
七
〇
万
人
で
あ
る
。
案
内
役
に
よ
れ
ば
、

一
時
期
五
〇
万
人
台
に
落
ち
込
ん
だ
が
、
近
年
の
移
住
ブ
ー
ム
に
よ

り
回
復
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。
韓
国
本
土
か
ら
見
れ
ば
南
国
で
あ
る

た
め
、
人
気
の
観
光
地
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
離
島
と
い
え
ば
人

口
減
少
と
高
齢
化
が
つ
き
も
の
だ
が
、
今
回
見
聞
し
た
範
囲
で
言
え

ば
、
済
州
島
は
韓
国
本
土
に
負
け
な
い
、
活
気
あ
る
島
だ
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
一
日
目

　基
調
講
演

　
　セ
ミ
ナ
ー
一
日
目
は
、ユ
ン
・
ヒ
ョ
ン
ソ
ク（Yoon, 

H
yeongseok, 

済
州
大
学
校
産
学
協
力
教
授
）
氏
に
よ
る
基
調
講
演
「
人

工
知
能
技
術
（C

hatG
PT

, 

生
成
A
I
）
が
作
る
出
版
産
業
の
変
化
」

生
成
A
I
を
め
ぐ
る
日
韓
対
話
―
―
セ
ミ
ナ
ー
参
加
報
告

柴
田 
純
　（大
阪
大
学
出
版
会
）

特
集
＊
生
成
型
A
I
時
代
の
大
学
出
版
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出
版
業
界
に
も
A
I
の
影
響
が
及
び
つ
つ
あ
る
韓
国
の
現
状
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
た
。
発
表
で
は
執
筆
、
編
集
、
デ
ザ
イ
ン
、
翻
訳
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
出
版
の
各
プ
ロ
セ
ス
で
の
A
I
の
導
入
事

例
や
課
題
が
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
、
最
後
に
A
I
時
代
に
大
学
出
版

は
い
か
に
対
応
す
る
か
の
考
察
が
示
さ
れ
た
。

　本
発
表
で
は
広
範
な
調
査
に
基
づ
く
具
体
例
が
多
く
提
示
さ
れ
、

A
I
と
出
版
の
見
取
り
図
を
把
握
す
る
上
で
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。

A
I
と
い
え
ば
今
や
生
成
A
I
が
ま
ず
連
想
さ
れ
る
が
、
機
械
翻
訳

や
ネ
ッ
ト
書
店
の
レ
コ
メ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
既
に
本
の
世
界
に

も
A
I
が
深
く
浸
透
し
て
い
る
こ
と
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
た
。

　日
本
側
発
表

　
　対
す
る
日
本
側
発
表
は
、
大
橋
裕
和
氏
（
京
都

大
学
学
術
出
版
会
）
に
よ
る
、「
生
成
系
A
I
を
ど
う
活
用
す
る
か
？

―
日
本
の
現
状
か
ら
探
る
」
で
あ
っ
た
。
大
橋
氏
も
本
発
表
に
て
、

日
本
の
現
状
と
、
出
版
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
生
成
A
I
の
活
用
想
定

事
例
を
述
べ
た
が
、
韓
国
側
発
表
と
比
べ
て
編
集
者
と
し
て
の
視
点

か
ら
具
体
的
に
検
討
さ
れ
て
い
た
点
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　と
り
わ
け
学
術
出
版
の
立
場
で
は
、
A
I
が
執
筆
・
編
集
に
介
在

し
た
際
に
正
確
性
を
誰
が
担
保
す
る
の
か
、
す
な
わ
ち
A
I
が
か
か

わ
っ
た
文
章
に
著
者
・
出
版
社
は
責
任
を
持
て
る
の
か
と
い
う
問
題

は
重
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
研
究
者
が
自
分
で
発
信
で
き
る
世
の

中
で
、
わ
れ
わ
れ
出
版
社
は
ど
れ
だ
け
必
要
と
さ
れ
る
の
か
…
…
著

者
と
の
「
協
創
」
の
場
を
我
々
は
ど
う
作
れ
る
の
か
、
A
I
以
上
の

価
値
を
ど
う
提
供
で
き
る
の
か
。
そ
こ
は
大
き
な
課
題
」（
当
日
発

表
よ
り
）
と
い
う
点
は
、
A
I
に
か
か
わ
ら
ず
デ
ジ
タ
ル
化
の
趨
勢

が
行
わ
れ
た
。
ユ
ン
教
授
は
済
州
特

別
自
治
道
の
未
来
戦
略
局
長
ほ
か
、

先
進
技
術
に
関
す
る
要
職
を
歴
任
さ

れ
て
い
る
。
今
回
の
基
調
講
演
は
、

現
代
が
デ
ジ
タ
ル
化
や
A
I
技
術
の

進
展
を
中
心
と
す
る
第
四
次
産
業
革

命
の
た
だ
な
か
に
あ
る
と
い
う
認
識

の
も
と
で
、
生
成
A
I
の
概
略
と
そ

の
現
状
を
解
説
し
、
さ
ら
に
電
子
書

籍
や
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
の
普
及
と

い
っ
た
近
年
の
出
版
事
情
の
変
化
と

あ
わ
せ
て
出
版
産
業
の
変
化
を
展
望

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
本
誌
で

は
掲
載
割
愛
）。

　と
り
わ
け
、
生
成
A
I
の
普
及
に
よ
り
著
者
の
執
筆
プ
ロ
セ
ス
や

出
版
社
の
編
集
プ
ロ
セ
ス
が
変
化
す
る
と
と
も
に
、
生
成
A
I
の
関

与
に
よ
り
コ
ン
テ
ン
ツ
が
激
増
す
る
こ
と
で
、
読
者
の
行
動
も
ま
た

大
き
く
変
わ
る
だ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
は
示
唆
的
で
あ
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
二
日
目

　韓
国
側
発
表

　
　続
く
セ
ミ
ナ
ー
二
日
目
は
日
韓
の
代
表
者
に
よ

る
発
表
が
行
わ
れ
た
。
韓
国
側
発
表
は
、
金
成
柱
氏
（
韓
国
放
送
通

信
大
学
校
出
版
文
化
院
）
の
「
生
成
型
A
I
時
代
の
到
来
、
そ
し
て

大
学
出
版
」
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
様
々
な
問
題
を
は
ら
み
つ
つ
、
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3　　生成AIをめぐる日韓対話

ミ
ナ
ー
で
の
訪
韓
は
今
回
が
初
と
な
る
。
本
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
強

い
印
象
を
受
け
た
の
は
、
韓
国
側
の
手
厚
く
温
か
い
歓
待
ぶ
り
で
あ

る
。
会
場
と
な
る
ホ
テ
ル
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
（
玄
関
に
歓
迎
の
巨
大

な
横
断
幕
）
に
は
じ
ま
り
、
次
か
ら
次
に
景
品
が
繰
り
出
さ
れ
る
プ

レ
ゼ
ン
ト
交
換
会
や
、
偶
然
当
日
誕
生
日
で
あ
っ
た
日
本
側
参
加
者

へ
急
遽
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
を
用
意
い
た
だ
く
な
ど
、
紋
切
り
型
で

は
あ
る
が
「
情
」
の
国
、
と
い
う
言
葉
を
思
い
起
こ
さ
ず
に
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
。

　加
え
て
、
講
演
・
発
表
と
並
ん
で
、
夕
食
会
な
ど
懇
親
の
場
で
の

平
場
の
交
流
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。
言
語
の
壁
は
あ
り
つ
つ
も
、
同

時
に
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
参
加
者
が
日
韓
双
方

に
見
ら
れ
た
。
携
帯
型
通
訳
機
を
駆
使
し
出
版
に
つ
い
て
熱
心
に
議

論
を
交
わ
す
人
、
わ
ず
か
な
交
歓
の
間
に
友
情
を
深
め
、
古
く
か
ら

の
友
人
の
よ
う
に
歓
談
す
る
人
の
姿
な
ど
か
ら
は
、
本
セ
ミ
ナ
ー
が

海
を
越
え
て
出
版
人
と
し
て
の
共
通
基
盤
を
確
認
す
る
機
会
と
し
て

機
能
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
た
。

に
あ
っ
て
我
々
が
共
有
す
べ
き
問
題
意
識
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
雑
感

　生
成
A
I
に
つ
い
て

　
　一
方
、
自
ら
の
現
状
を
顧
み
る
と
、
漠

然
と
し
た
危
機
感
は
あ
る
も
の
の
、
生
成
A
I
の
活
用
は
道
半
ば
ど

こ
ろ
か
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
さ
え
立
っ
て
い
る
か
怪
し
い
の
が
実
情

で
あ
る
。
例
え
ば
あ
れ
こ
れ
考
え
な
が
ら
も
試
し
に
本
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
を
作
成
さ
せ
て
み
る
も
今
ひ
と
つ
だ
っ
た
り
、
会
社
の
マ
ス

コ
ッ
ト
で
も
作
れ
な
い
か
と
A
I
に
妙
な
カ
ー
ト
ゥ
ー
ン
風
ゆ
る
キ

ャ
ラ
を
描
か
せ
て
み
た
り
と
い
う
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　と
は
い
え
、
今
回
の
基
調
講
演
や
発
表
、
ま
た
最
近
の
各
種
セ
ミ

ナ
ー
類
の
盛
況
ぶ
り
か
ら
考
え
る
と
、
試
行
錯
誤
は
あ
り
つ
つ
も
、

生
成
A
I
は
少
し
ず
つ
出
版
業
界
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
く
の
だ

ろ
う
。
現
代
は
そ
の
草
創
期
で
あ
ろ
う
が
、
草
創
期
特
有
の
カ
オ
ス

さ
を
楽
し
む
ぐ
ら
い
の
気
構
え
で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き

た
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　日
韓
出
版
部
の
交
歓

　
　と
こ
ろ
で
、
筆
者
に
と
っ
て
、
日
韓
セ
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4

　現
地
見
学

　一
〇
月
一
九
日

　
　ま
た
、

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
現
地
見

学
も
積
極
的
に
行
わ
れ
た
。
日

程
の
関
係
も
あ
っ
て
強
行
軍
で

あ
っ
た
が
、
現
地
の
文
化
や
風

土
に
触
れ
る
ま
た
と
な
い
機
会

で
あ
っ
た
。

　セ
ミ
ナ
ー
二
日
目
の
午
後
、

地
場
産
業
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
・
済
州
麦
酒
工
場
（
筆
者
は

下
戸
の
た
め
味
は
言
及
不
能
）

を
見
学
、
次
い
で
一
気
に
南
下
し
済
州
島
本
島
南
端
の
松
岳
山
に
向

か
っ
た
。
松
岳
山
は
海
に
面
し
た
小
高
い
丘
で
あ
る
。

　昼
下
が
り
、
天
気
は
快
晴
、
草
原
で
は
放
牧
の
馬
が
草
を
の
そ
の

そ
食
ん
で
い
た
。
穏
や
か
な
風
景
に
癒
や
さ
れ
る
が
、
ふ
と
岸
壁
の

洞
窟
に
目
を
や
る
と
、
看
板
に“Im

perial Japanese M
ilitary

”

云
々

と
見
え
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
、
日
本
軍
が
設
営
し
た
洞
窟
陣

地
の
跡
で
あ
る
。
当
時
人
口
二
三
万
の
島
に
、
七
万
五
千
の
兵
が
配

備
さ
れ
た
と
い
う
。
東
シ
ナ
海
に
浮
か
ぶ
島
の
、
南
の
端
の
穴
倉
が

帝
国
最
後
の
砦
と
思
う
と
、
苦
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　日
も
傾
き
、
次
第
に
冷
え
て
き
た
こ
ろ
、
こ
の
日
最
後
の
目
的
地
、

植
物
園
カ
メ
リ
ア
・
ヒ
ル
へ
。
東
洋
最
大
の
椿
園
と
い
う
話
だ
が
、

秋
は
代
わ
り
に
ミ
ュ
ー
レ
ン
ベ
ル
ギ
ア
（
ス
ス
キ
の
仲
間
で
桃
色
に

穂
が
色
づ
く
）
が
見
ご
ろ
で
あ
っ
た
。

　一
〇
月
二
〇
日

　
　セ
ミ
ナ
ー
三
日
目
は
終
日
現
地
見
学
と
な
っ

た
。
ま
ず
は
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
美
術
館
「
老
衡
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
」
へ
向
か
う
。
最
新
の
Ａ
Ｖ
機
器
や
レ
ー
ザ
ー
を
駆
使
し
た
メ

デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
体
験
型
施
設
で
あ
る
が
、
現
地
の
修
学
旅
行
生
の

大
群
と
か
ち
合
っ
た
た
め
早
々
に
退
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　こ
の
日
特
筆
す
べ
き
は
や
は
り
四
・
三
平
和
公
園
で
あ
ろ
う
。
一

九
四
八
年
四
月
三
日
、
日
本
の
植
民
地
支
配
終
了
後
、
米
軍
軍
政
下

に
あ
っ
た
済
州
島
に
て
当
局
と
一
部
住
民
と
の
衝
突
が
発
生
。
共
産

主
義
勢
力
の
策
動
と
断
定
し
た
当
局
の
徹
底
し
た
武
力
行
使
に
よ
り
、

無
関
係
の
住
民
を
含
む
多
数
の
死
傷
者
が
出
た
。
こ
の
四
・
三
事
件

で
は
、
当
時
人
口
三
〇
万
の
島
で
三
万
人
が
虐
殺
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

現
地
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
軍
事
独
裁
下
の
韓
国
メ
デ
ィ
ア
が
沈
黙
す

る
中
、
済
州
島
出
身
者
の
多
い
関
西
の
在
日
コ
リ
ア
ン
文
学
者
・
研

究
者
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
最
初
に
声
を
上
げ
た
と
い
う
。

　打
っ
て
変
わ
っ
て
、
次
に
訪
れ
た
城
山
日
出
峰
は
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
景
勝
地
で
あ
る
。
済
州
島
最
東
端
の
岬
で
、
海
面
に

突
き
出
た
小
さ
な
火
山
が
砂
嘴
で
本
島
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
海
も

空
も
ひ
た
す
ら
に
青
か
っ
た
こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

　大
急
ぎ
で
峰
に
上
っ
て
降
り
て
く
る
と
、
今
回
は
じ
め
て
の
書
店

訪
問
に
向
か
っ
た
。
先
に
述
べ
た
城
山
日
出
峰
の
ほ
ど
近
く
の
畑
の

中
に
、「
小
心
書
房
（Sosim

book

）」
と
い
う
書
店
が
あ
る
（sosim

は

控
え
め
と
い
う
ぐ
ら
い
の
意
味
ら
し
い
）。
一
見
す
れ
ば
何
か
の
倉
庫
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5　　生成AIをめぐる日韓対話

の
よ
う
に
も
見
え
た
が
、
日
本
で
い
う
独
立
書
店
ら
し
い
作
り
で
、

木
目
調
の
落
ち
着
い
た
店
内
に
は
小
説
や
人
文
書
や
絵
本
、

Z
I
N
E
が
揃
っ
て
い
た
。
都
心
か
ら
離
れ
た
場
所
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
大
入
り
で
は
な
い
が
断
続
的
に
来
店
者
が
あ
る
。
こ
の
種
の
書

店
ら
し
く
片
隅
に
小
さ
な
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
も
の
の
そ
れ
ほ

ど
大
き
く
な
く
、
書
籍
販
売
を
主
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
本

に
目
を
向
け
る
と
カ
バ
ー
に
穴
を
あ
け
る
な
ど
一
手
間
か
け
た
造
本

が
目
に
付
く
。
そ
の
割
に
価
格
が
安
い
の
で
、
ど
こ
に
か
ら
く
り
が

あ
る
の
か
と
一
同
首
を
ひ
ね
る
一
幕
も
あ
っ
た
。
後
で
も
再
度
述
べ

る
が
、
済
州
で
は
独
立
書
店
の
元
気
さ
が
目
立
っ
て
い
た
。

　な
お
、
右
の
ほ
か
、
か
つ
て
の
済
州
島
の
一
大
産
業
で
あ
っ
た
海

女
を
記
念
す
る
「
済
州
海
女
博
物
館
」
も
こ
の
日
訪
問
し
た
。

　一
〇
月
二
一
日

　
　四
日
目
は
厳
密
に
い
え
ば
セ
ミ
ナ
ー
外
で
あ

る
が
、
飛
行
機
の
便
の
関
係
で
関
西
組
の
み
午
前
中
市
内
を
見
学
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
訪
れ
た
の
は
市
内
の
書
店
二
軒
で
あ
る
。
事
前

に
予
定
は
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
図
ら
ず
も
好
対
照
の
二
軒
で

あ
っ
た
。

　一
軒
目
は
旧
済
州
の
中
心
市
街
地
に
店
を
構
え
る
友
生
堂
で
あ
る
。

一
九
四
五
年
以
来
今
ま
で
営
業
を
続
け
て
い
る
老
舗
で
あ
り
、
現
在

は
ビ
ル
の
一
階
部
分
が
店
舗
で
、
広
さ
と
し
て
は
五
〇
坪
程
度
だ
ろ

う
か
。
オ
ー
ル
ジ
ャ
ン
ル
を
扱
う
街
の
本
屋
で
あ
る
が
、
雑
誌
の
少

な
さ
と
学
習
参
考
書
類
の
多
さ
が
特
に
目
に
付
い
た
。

　も
う
一
軒
は
以
後
ブ
ッ
ク
ス
済
州
店
（Afterbooks Jeju

）
で
あ
る
。

本
店
は
ソ
ウ
ル
に
あ
る
そ
う
で
、
店
名
の
由
来
「
本
を
読
ん
だ
後
は
、

世
界
が
少
し
違
っ
て
見
え
る
」
か
ら
と
の
こ
と
。
飲
食
店
を
改
装
し

た
と
思
し
い
、
一
見
古
そ
う
な
店
舗
の
中
は
き
れ
い
に
改
装
さ
れ
て

お
り
、
小
ぢ
ん
ま
り
し
た
店
内
に
、
ゆ
っ
た
り
と
文
芸
書
、
詩
の
本
、

Z
I
N
E
な
ど
が
並
ん
で
い
た
。
前
述
の
友
生
堂
と
は
対
照
的
に
、

こ
ち
ら
は
学
習
参
考
書
が
一
冊
も
な
い
。
大
通
り
か
ら
少
し
奥
に
進

ん
だ
場
所
に
あ
る
が
、
店
内
を
見
て
回
っ
て
い
る
間
に
も
来
客
が
続

い
て
い
た
。

韓
国
／
済
州
の
書
店
に
つ
い
て

　短
時
間
で
の
見
学
で
あ
っ
た
が
、
済
州
島
で
は
各
地
に
小
規
模
書
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6

店
が
存
在
し
、
特
色
を
持
っ
て
活
動

し
て
い
る
様
子
が
窺
え
た
。
地
元
紙

『
済
民
日
報
』
に
よ
る
と
、
二
〇
二

二
時
点
で
済
州
島
に
書
店
は
九
三
軒

あ
り
、
こ
れ
は
人
口
比
で
韓
国
の
自

治
体
中
ト
ッ
プ（
全
国
平
均
の
二
倍
）

で
あ
る
と
い
う
（『
済
民
日
報
』

W
E
B
版
二
〇
二
三
年
六
月
二
八
日
付

h
ttp

s://w
w

w
.jem

in
.com

/n
ew

s/

articleV
iew

Am
p.htm

l?idxno=757216

）。

　韓
国
全
体
で
も
十
年
ほ
ど
前
か
ら

独
立
書
店
の
ブ
ー
ム
が
あ
る
と
い
い
、

日
本
で
も
そ
の
様
子
を
取
り
上
げ
た

書
籍
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
ハ
ン
ミ
フ
ァ
著
／
渡
辺
麻
土
香
訳
『
韓
国

の
「
街
の
本
屋
」
の
生
存
探
究
』
ク
オ
ン
、
二
〇
二
二
年
）。
実
は
そ
の

要
因
の
一
つ
に
は
、
自
由
価
格
制
に
よ
る
過
当
競
争
が
、
割
引
を
制

限
す
る
法
規
制
導
入
に
よ
り
抑
え
ら
れ
、
小
規
模
書
店
に
も
参
入
の

余
地
が
広
が
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
側
聞
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
然

の
こ
と
で
は
あ
る
が
、「
本
」
の
世
界
も
様
々
な
制
度
的
要
因
に
拘

束
さ
れ
る
こ
と
、
同
時
に
制
度
は
変
え
得
る
こ
と
を
意
識
し
て
お
き

た
い
。

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て

　最
後
に
黒
田
前
理
事
長
の
本
セ
ミ
ナ
ー
で
の
挨
拶
の
一
節
を
引
い

て
ま
と
め
に
代
え
た
い
。
黒
田
氏
は
「
日
韓
の
間
に
複
雑
な
問
題
が

あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
」
と
し
た
う
え
で
、「
し
か
し
、
困
難
な

時
代
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
参
加
者
の
方
々
は
日
韓
セ
ミ
ナ
ー
の
こ

の
日
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
た
し
か
に
草
の
根

の
交
流
が
直
ち
に
諸
々
の
問
題
を
解
決
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
に
せ

よ
、日
韓
セ
ミ
ナ
ー
と
い
う
場
に
お
い
て
、出
版
人
と
し
て
の
経
験
・

知
見
を
共
有
し
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
、
い
く
ぶ
ん
問
題
を
緩
和

し
て
く
れ
る
、
程
度
に
は
期
待
し
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

日
韓
出
版
界
の
末
席
を
汚
し
て
い
る
一
員
と
し
て
、
筆
者
も
及
ば

ず
な
が
ら
そ
の
場
の
維
持
発
展
に
協
力
で
き
れ
ば
と
思
う
次
第
で

あ
る
。

﹇
付
記
﹈
済
州
は
何
も
か
も
が
美
味
し
い
所
で
し
た
。
島
だ
け
あ
っ
て

海
産
物
は
絶
品
。
名
産
の
太
刀
魚
（
カ
ル
チ
）
は
煮
つ
け
に
し
て
も
よ

し
、
刺
身
に
し
て
も
よ
し
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も
ば
か
デ
カ
い
サ
バ
の
塩

焼
き
が
つ
い
て
回
り
ま
す
。
口
に
あ
う
、
あ
わ
な
い
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

す
が
、
皆
様
も
ぜ
ひ
機
会
が
あ
れ
ば
済
州
へ
ど
う
ぞ
。

　今
回
貴
重
な
機
会
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
韓
国
大
学
出
版
協
会
の
皆

様
、
お
よ
び
ご
多
忙
の
な
か
日
韓
セ
ミ
ナ
ー
に
向
け
て
準
備
・
手
配

い
た
だ
い
た
、
本
会
国
際
担
当
の
方
々
は
じ
め
各
出
版
部
の
皆
様
に

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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7　　生成型AI時代の到来、そして大学出版

I
　生
成
型
A
I
と
は
一
体
何
な
の
か
？

A
I
時
代
の
到
来
と
そ
の
意
味

　二
一
世
紀
は
情
報
技
術
の
急
速
な
発
展
と
と
も
に
人
工
知
能

（
A
I
）
時
代
に
突
入
し
て
い
る
。
A
I
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が

人
間
の
よ
う
に
学
習
し
、
推
論
で
き
る
機
能
を
持
つ
シ
ス
テ
ム
を
意

味
す
る
。
初
期
の
A
I
研
究
は
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
の
シ
ス
テ
ム
に
焦
点

が
当
て
ら
れ
た
が
、
最
近
は
機
械
学
習
と
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

よ
う
な
デ
ー
タ
中
心
の
方
法
論
が
主
流
と
な
り
大
き
な
発
展
を
遂
げ

た
。
特
に
「
産
業
革
命
4.0
」
と
呼
ば
れ
る
現
在
の
世
代
で
は
、
A
I

が
重
要
な
役
割
を
担
い
、
す
べ
て
の
産
業
分
野
が
デ
ジ
タ
ル
化
と
自

動
化
を
通
じ
て
再
構
成
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
A
I
技
術
は
ス
マ
ー

ト
ホ
ー
ム
、
自
動
運
転
車
両
、
音
声
認
識
な
ど
日
常
生
活
に
深
く
入

り
込
ん
で
い
る
だ
け
で
な
く
、
教
育
分
野
で
も
個
人
別
に
合
わ
せ
た

学
習
経
路
の
提
供
や
成
績
予
測
モ
デ
リ
ン
グ
な
ど
様
々
な
形
の
A
I

活
用
事
例
が
見
ら
れ
る
。
A
I
時
代
の
到
来
は
私
た
ち
の
社
会
に
広

範
な
変
化
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
変
化
を
理

解
し
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
は
、
将
来
の
大
学
出
版
事
業
で
競
争
力

を
維
持
し
、
成
長
す
る
う
え
で
重
要
な
要
素
と
な
る
だ
ろ
う
。
特
に
、

C
hatG

PT

の
よ
う
な
生
成
型
A
I
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
要
求
す
る
通
り

に
結
果
を
作
り
出
す
人
工
知
能
で
、
未
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
変
え
る
と

い
う
期
待
と
不
安
が
共
存
し
て
い
る
。
実
際
、
生
成
型
A
I
は
す
べ

て
の
分
野
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す
人
間
と
区
別
が
つ
か
な
い
レ
ベ
ル

に
ま
で
発
展
し
て
い
る
。

　主
な
生
成
型
A
I
サ
ー
ビ
ス

　
C
hatG

PT

　
　最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
るC

hatG
PT

は
、
収
集
し

た
デ
ー
タ
を
基
に
文
章
の
形
で
質
問
に
答
え
る
人
工
知
能
で
あ
る
。

例
え
ば
、
ミ
レ
ア
セ
ッ
ト
証
券
は
銘
柄
情
報
を
要
約
す
る
サ
ー
ビ

ス
に
こ
れ
を
活
用
し
て
お
り
、H

yeum

 Labs

で
は
顧
客
が
税
務
法

生
成
型
A
I
時
代
の
到
来
、
そ
し
て
大
学
出
版

金
成
柱
　（韓
国
放
送
通
信
大
学
校
出
版
文
化
院
）

特
集
＊
生
成
型
A
I
時
代
の
大
学
出
版
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
仕
事
を
さ
せ
る
に
は
、
使
用
者
が
専
用
の
言
語

を
習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、C

hatG
PT

は
日

常
の
言
語
を
使
用
し
な
が
ら
対
話
形
式
で
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。

　こ
の
よ
う
に
会
話
が
可
能
な
理
由
は
、C

hatG
PT

は
短
期
記
憶
が

可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。「
G
P
T
」
の
「
G
」
は
生
成
（G

enerative

）

で
あ
り
、「
何
か
を
生
成
す
る
人
工
知
能
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
。

そ
し
て
「
G
P
T
」
の
「
P
」
は
、事
前
学
習
（Pre-trained

）
で
あ
り
、

七
〇
〇
〇
億
個
以
上
の
単
語
（
ト
ー
ク
ン
）
と
五
兆
個
以
上
の
文
書

を
学
習
し
て
い
る
た
め
、
追
加
学
習
な
し
で
専
門
分
野
に
関
連
す
る

テ
ー
マ
に
つ
い
て
適
切
な
答
え
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て

「
G
P
T
」
の
「
T
」
は
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
（T

ransform
er

）
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
与
え
ら
れ
た
文
章
を
見
て
次
の
単
語
が
何
で
あ
る

か
を
確
率
的
に
予
測
す
る
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
モ
デ
ル
の
一
つ
で

あ
り
、
五
兆
個
以
上
の
文
書
の
学
習
の
結
果
、
予
測
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

　

C
hatG

PT

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
短
期
記
憶
を
活
用
し
て
前
の
文

章
を
記
憶
し
続
け
な
が
ら
推
論
す
る
が
、
一
七
五
〇
億
個
の
パ
ラ
メ

ー
タ
を
持
っ
て
お
り
、
演
算
す
る
際
は
そ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
調
整
し

な
が
ら
計
算
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

C
hatG

PT

は
二
ヶ
月
で
月
間
利
用
者
が
一
億
人
を
超
え
、
今
で
は

個
人
や
企
業
の
業
務
、
日
常
サ
ー
ビ
ス
、
教
育
な
ど
様
々
な
領
域
で

取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
試
み
が
広
が
っ
て
い
る
。
二
〇
二
三
年
四
月

の
韓
国
メ
デ
ィ
ア
振
興
財
団
の
調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
代
の
場
合
、

人
に
し
た
質
問
をC

hatG
PT

に

学
習
さ
せ
、
そ
の
結
果
を
相
談

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
し
て
い

る
。　

AutoG
PT

　
　A

u
toG

P
T

は
、
最
終
目
標
を
設
定
す
る
と

A
I
自
ら
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
作
業
を
行
う
。
基
本
的
な

作
業
成
果
はC

hatG
PT

と
似
て

い
る
う
え
に
、C
hatG

PT

が
で

き
る
ほ
と
ん
ど
の
作
業
を
実
行

で
き
る
が
、
両
者
の
最
も
大
き

な
違
い
は
プ
ロ
ン
プ
ト
を
自
律

的
に
生
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。AutoG
PT

の
使
い
方
を
紹
介
し
た
動

画
が
数
十
万
回
の
再
生
回
数
を
記
録
し
て
話
題
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

る
。　

Pictory

　
　C

hatG
P
T

で
作
成
し
た
文
書
や
ス
ク
リ
プ
ト
か

ら
動
画
を
制
作
す
る
A
I
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
ス
ク
リ
プ
ト
や
記

事
、
文
章
の
U
R
L
を
入
力
す
る
と
動
画
が
自
動
的
に
生
成
さ
れ
、

希
望
の
音
楽
と
音
声
も
選
択
し
て
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

C
hatG

PT

の
正
体

　「Chat

」
は
「
対
話
型
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
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9　　生成型AI時代の到来、そして大学出版

受
容
す
る
の
に
苦
労
し
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
、

す
で
に
A
I
は
日
常
の
様
々
な
領
域
で
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

職
場
で
は
、
ア
イ
デ
ア
の
創
出
（
四
一
%
）、
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
（
二

〇
%
）
な
ど
に
主
に
使
用
さ
れ
、
メ
ー
ル
回
答
（
一
四
%
）、
コ
ー
デ

ィ
ン
グ
コ
ー
ド
作
成
（
一
一
%
）、
自
己
紹
介
書
や
履
歴
書
作
成
（
一

〇
%
）、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作
成
（
九
%
）
な
ど
に
も
活
用
さ
れ

て
い
る
（
ワ
ー
ド
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
調
査
）。
米
国
の
広
告
サ
ー
ビ
ス
会

社Fishbow
l

の
調
査
に
よ
る
と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専
門
家
の
三
七

%
、
技
術
労
働
者
の
三
五
%
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
三
〇
%
が

C
hatG

PT

を
業
務
に
活
用
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
メ
ー
ル
の
草
案
作

成
、
ア
イ
デ
ア
生
成
、
コ
ー
ド
作
成
や
問
題
解
決
、
研
究
や
会
議
録

の
要
約
な
ど
の
業
務
にC

hatG
PT

を
活
用
し
て
業
務
生
産
性
を
向
上

さ
せ
て
い
る
。

　今
、
社
会
の
各
分
野
でC

hatG
PT

を
は
じ
め
と
す
る
生
成
型
A
I

の
活
用
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。
出
版
分
野
も
す
で
に
生
成

型
A
I
の
影
響
が
現
れ
て
お
り
、
出
版
プ
ロ
セ
ス
で
活
用
さ
れ
始
め

た
う
え
に
、
人
間
で
は
な
くC

hatG
PT

が
著
者
で
あ
る
書
籍
も
登
場

し
て
い
る
。C

hatG
PT

に
よ
る
著
作
の
登
場
は
、
出
版
の
核
心
で
あ

る
文
章
と
著
作
権
の
概
念
に
挑
戦
す
る
大
き
な
出
来
事
と
い
え
る
。

し
か
し
、
他
の
分
野
と
は
異
な
り
、
出
版
分
野
で
は
ま
だ
本
格
的
な

生
成
型
A
I
と
出
版
に
関
す
る
学
術
的
研
究
は
十
分
に
行
わ
れ
て
い

な
い
。
出
版
の
未
来
の
た
め
に
は
、
現
時
点
で
はC

hatG
PT

が
も
た

ら
す
生
成
型
A
I
時
代
に
出
版
が
ど
の
よ
う
に
進
化
す
る
か
を
模
索

す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
出
版
分
野
は
情
報
と
知
識
の
創
造
性
が

回
答
者
の
半
数
に
近
い
四
八
・
〇
%
がC

hatG
PT

を
経
験
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
三
〇
代
は
三
六
・
〇
%
、
四
〇
代
は
二
五
・
六
%
、
五
〇

代
は
二
一
・
四
%
な
ど
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
利
用
率
は
減

少
し
て
い
る
。
ま
た
、C

hatG
PT

の
韓
国
語
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
良
く

な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
国
内
で
A
I
を
普
遍
的
な
技
術
と
し
て

資料収集・検索

データ生成・処理

翻訳、録音・資料整理

ライティング

語学勉強

非常に高そう 結構ありそう 合計

画像・映像制作

コーディング・プログラミング

48.9 41.6 90.5

88.5

88.1

84.5

81.8

80.4

77.2

39.3

40.7

25.0

32.1

30.4

25.7 51.5

50.0

49.7

59.5

47.4

49.2

分野別チャットGPT活用度予測（単位：％）

韓国メディア振興財団メディア研究センターオンラインアンケート結果
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他
の
ど
の
分
野
よ
り
も
重
要
で

あ
る
が
、
逆
説
的
に
生
成
型

A
I
は
コ
ン
テ
ン
ツ
「
生
成
」

の
特
性
か
ら
既
存
の
プ
ロ
セ
ス

に
は
な
か
っ
た
新
し
い
現
象
を

生
み
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、

述
べ
た
よ
う
に
出
版
分
野
が
他

の
ど
の
分
野
よ
り
も
今
後
大
き

な
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が
高

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
研
究
が

不
足
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

新
し
い
現
象
の
中
で
、
生
成
型

A
I
が
既
存
の
出
版
プ
ロ
セ
ス

に
与
え
る
影
響
と
、
生
成
型
A
I
が
ど
の
よ
う
に
著
者
の
役
割
を
代

替
す
る
の
か
に
つ
い
て
の
学
術
的
研
究
が
優
先
的
に
必
要
で
あ
る
。

Ⅱ
　A
I
と
協
業
し
た
出
版
プ
ロ
セ
ス
の
事
例

　執

　筆

　国
内
で
初
め
て
人
間
の
作
家
七
人
とC

hatG
PT

が
共
同
で
執
筆
し

た
七
つ
の
小
説
が
小
説
集
『
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（M

anifesto

）』
に
収
め

ら
れ
て
い
る
。
作
家
た
ち
は
小
説
の
執
筆
方
法
を
聞
い
て
計
画
を
立

て
た
り
、
ど
の
よ
う
な
素
材
を
扱
う
か
相
談
し
た
り
す
る
こ
と
に
加

え
て
、
資
料
調
査
や
文
章
の
調
整
な
ど
にC

hatG
PT

を
様
々
な
方
法

で
活
用
し
た
。

　ま
た
『
日
本
語
チ
ャ
ッ
ト
（
日
本
語C

hat

）』
は
、
様
々
な
日
本
語

の
例
文
を
提
示
す
る
本
でW

ikidocs

の
サ
イ
ト
を
通
じ
て
電
子
書
籍

の
形
で
出
版
さ
れ
た
。
最
初
はC

hatG
PT

の
ウ
ェ
ブ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
で
様
々
な
プ
ロ
ン
プ
ト
を
実
験
し
な
が
ら
作
り
、
あ
る
程
度
の

結
果
が
出
た
後
はPython

をO
penAI API

で
使
用
す
る
こ
と
で
、
作

成
し
た
い
テ
ー
マ
を
入
力
す
る
と
文
書
が
自
動
的
に
作
成
さ
れ
る
よ

う
に
開
発
し
た
の
だ
っ
た
。

　執
筆
の
分
野
で
使
わ
れ
る
場
合
、
通
常
企
画
の
核
と
な
る
目
次
を

人
が
先
に
作
成
し
、
プ
ロ
ン
プ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
的
に
生
成

A
I
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
書
籍
原
稿
と

し
て
完
成
さ
せ
る
。
こ
の
方
式
だ
と
企
画
に
か
か
る
費
用
が
少
な
く
、

執
筆
者
探
し
や
著
作
権
支
払
か
ら
自
由
な
こ
と
か
ら
迅
速
に
本
を
出

す
こ
と
が
可
能
な
の
で
、
今
後
も
こ
の
方
式
で
多
く
の
本
が
出
版
さ

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　編

　集

　米
国
の
出
版
社
ペ
ン
ギ
ン
・
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
は
、
A
I
技
術

を
活
用
し
た
自
動
原
稿
編
集
シ
ス
テ
ム
で
作
家
の
文
体
を
学
習
し
、

文
脈
の
検
査
、
ス
タ
イ
ル
ガ
イ
ド
の
遵
守
や
可
否
を
検
証
し
て
い

る
。　学

術
出
版
に
お
け
る
人
工
知
能
は
、
編
集
・
制
作
の
手
作
業
を
減

ら
し
、
高
付
加
価
値
の
出
版
物
を
よ
り
迅
速
に
生
産
す
る
こ
と
、
ま

た
個
人
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
個
人
情
報
保
護
、
研
究
開

発
サ
イ
ク
ル
の
分
析
な
ど
と
い
っ
た
出
版
全
般
に
わ
た
る
活
用
も
可
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11　　生成型AI時代の到来、そして大学出版

能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
原
稿
内
の
引
用
の
確
認
、
重
複
性
、
盗
作
の

有
無
、
デ
ー
タ
操
作
の
兆
候
発
見
と
い
っ
た
作
業
は
研
究
の
イ
ン
テ

グ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
う
え
で
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に

加
え
て
原
稿
内
の
テ
キ
ス
ト
の
類
似
度
検
査
の
実
施
や
画
像
の
偽
変

造
検
出
技
術
に
も
A
I
技
術
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
専
門
企
業
の
ビ
ッ
グ
ス
タ
ー
が
作
っ
た
「
A
I
編

集
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
は
、
タ
イ
ト
ル
、
著
者
、
出
版
社
、
絵
な
ど
を
入

力
す
る
と
、
こ
れ
を
基
に
適
切
な
表
紙
案
を
生
成
す
る
。
市
場
で
販

売
さ
れ
て
い
る
本
の
表
紙
を
学
習
し
、
大
衆
的
で
商
用
化
で
き
る
表

紙
デ
ザ
イ
ン
を
作
り
出
す
こ
と
が
可
能
で
、
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
な
く
て
も
表
紙
デ
ザ
イ
ン
案
を
無
限
に
作
成
で
き
る

利
点
が
あ
る
。
今
後
、
ビ
ッ
グ
ス
タ
ー
は
出
版
界
の
需
要
に
応
じ
て

表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
の
ほ
か
、
文
章
を
入
力
す
る
と
自
動
的
に
本
を
編

集
し
て
く
れ
る
と
い
う
、
完
成
型
の
書
籍
制
作
モ
デ
ル
を
開
発
す
る

計
画
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
表
紙
以
外
に
誤
字
・
脱
字
の
チ
ェ

ッ
ク
や
組
版
作
業
ま
で
で
き
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。

　オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
（
A
I
声
優
）

　電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
会
社
「
ミ
リ
の
書
斎
」
は
、
昨
年
（
二
〇
二

二
年
）
末
か
ら
A
I
ベ
ー
ス
の
音
声
を
活
用
し
た
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ

ッ
ク
を
リ
リ
ー
ス
し
て
お
り
、
A
I
音
声
合
成
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ

て
こ
れ
ま
で
に
一
〇
〇
冊
以
上
を
制
作
し
、
約
三
〇
冊
を
公
開
し

て
い
る
。

　実
際
に
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
を
聞
い
て
み
る
と
ま
っ
た
く
人
と
同

じ
で
は
な
い
が
、
機
械
的
な
感
じ
は
受
け
に
く
い
。
ま
た
、
様
々
な

感
情
が
合
成
で
き
る
の
が
特
徴
で
、
韓
国
語
、
英
語
、
中
国
語
、
日

本
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　従
来
の
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
の
制
作
方
法
は
声
優
な
ど
が
参
加
す

る
場
合
、
原
稿
執
筆
か
ら
編
集
作
業
ま
で
最
低
二
週
間
か
ら
一
ヶ
月

ま
で
か
か
る
が
、
A
I
を
使
用
し
た
政
策
は
従
来
と
比
べ
て
最
低
で

も
五
分
の
一
〜
十
分
の
一
ほ
ど
時
間
と
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
。
ま

た
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
A
I
音
声
合
成
サ
ー
ビ
ス
は
従
来
の
音

声
変
換
（
T
T
S
）
よ
り
も
自
然
で
、
実
際
の
人
の
声
と
区
別
が
つ

き
に
く
い
。
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　最
近
は
、
歌
手
ユ
ン
・
ド
ヒ
ョ
ン
の
声
を
活
用
し
て
出
版
し
た
オ

ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
『
人
間
関
係
が
辛
く
て
退
社
し
ま
し
た
』（
ア
ン

ナ
著
、
ノ
ル
出
版
）
が
「
ミ
リ
の
書
斎
」
と
K
T 

A
I
ボ
イ
ス
・
ス

タ
ジ
オ
の
協
力
で
作
ら
れ
た
り
、
歌
手
シ
ム
・
ギ
ュ
ソ
ン
の
書
籍
の

朗
読
、
対
話
、
詩
を
読
む
と
い
っ
た
声
を
別
々
に
生
成
し
て
、
エ
ッ

セ
イ
『
夜
の
終
わ
り
を
告
げ
る
』（
シ
ム
・
ギ
ュ
ソ
ン
著
、
キ
ュ
リ
オ

ス
出
版
）
の
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
が
制
作
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

Ⅲ
　大
学
出
版
部
は
何
を
準
備
す
べ
き
か
？

変
化
す
る
教
育
政
策

　政
府
は
「
全
国
民
A
I
日
常
化
実
行
計
画
（
二
〇
二
三
年
九
月
）」

を
通
じ
て
A
I
の
普
及
を
推
進
し
て
い
る
。
国
民
が
A
I
に
関
心
が

高
く
、
A
I
に
よ
っ
て
日
常
の
利
便
性
が
向
上
す
る
期
待
も
高
い
と

判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
期
待
と
は
、
産
業
の
現
場
は
品
質
改

善
と
コ
ス
ト
削
減
の
効
果
、公
共
行
政
は
デ
ー
タ
・
A
I
中
心
の「
デ

ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
政
府
」
の
実
現
で
あ
る
。
ま
た
教
育
部

門
で
は
、「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
よ
り
、
一
対
一
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
教
育
時
代
が
訪
れ
る
」
と
い
う
標
語
の
下
で
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

推
進
プ
ラ
ン
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
A
I
リ
テ
ラ
シ
ー
強
化
の

た
め
、
小
・
中
・
高
校
生
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
問
題
を
解
決
す
る

「
S
W
未
来
充
足
セ
ン
タ
ー
」
を
全
国
に
設
置
し
て
A
I
活
用
教
育

を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
た
め
の
倫
理
及
び
信

頼
性
の
検
証
・
認
証
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
生
成
型
A
I
の
規
範

シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
で
標
準
化
を
推
進
す
る
と
い
う
流
れ

が
あ
る
。

　こ
の
流
れ
は
当
然
の
手
順
で
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
大
学
出
版

部
は
そ
の
よ
う
な
政
策
に
合
わ
せ
た
歩
み
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う

か
。　政

府
が
主
導
す
る
A
I
の
普
遍
化
計
画
に
合
わ
せ
て
、
大
学
出
版

部
も
こ
の
プ
ラ
ン
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

他
の
産
業
よ
り
も
少
々
保
守
的
な
特
性
を
持
つ
大
学
出
版
部
は
、
い

ち
早
く
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
と
A
I
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
、
A
I

世
代
に
合
致
し
た
出
版
物
を
供
給
す
る
責
任
と
義
務
が
あ
る
。
ま

た
、
変
化
す
る
時
代
と
政
策
の
中
で
権
益
と
保
護
の
た
め
に
、
プ

ラ
ン
の
運
用
に
つ
い
て
模
索
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
政

府
の
政
策
に
対
し
、
与
え
ら
れ
た
権
利
の
擁
護
の
た
め
の
連
帯
が

必
要
で
あ
り
、
大
学
出
版
協
会
か
ら
声
を
通
す
の
も
一
つ
の
方
法

で
あ
る
。

　電
子
書
籍
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
環
境
の
構
築

　長
い
間
、
多
く
の
大
学
出
版
部
が
電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
が
、
人
材
育
成
や
費
用
、
デ
ジ
タ
ル
変
換
の
問
題
な
ど

で
長
い
間
先
延
ば
し
に
し
て
き
た
の
が
事
実
で
あ
る
。
放
送
図
書
出

版
文
化
院
は
、
二
〇
一
六
年
度
の
試
験
事
業
を
皮
切
り
に
何
度
も
の

試
行
錯
誤
を
経
て
、
比
較
的
安
定
し
た
電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
お
り
、
現
在
、
毎
年
約
一
〇
〇
〇
種
の
教
材
及
び
書
籍
を
レ
ン

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
る
。
実
際
の
電
子
書
籍
の
売
上
は
紙
書
籍
の

売
上
の
約
三
%
で
、
さ
ほ
ど
大
き
な
割
合
を
占
め
て
は
い
な
い
。
た
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13　　生成型AI時代の到来、そして大学出版

だ
、
収
益
と
同
じ
く
ら
い
価
値
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
は
、
デ
ジ

タ
ル
環
境
の
構
築
を
通
じ
て
、
学
生
に
い
つ
で
も
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ

ラ
を
提
供
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
も
な
く
訪
れ
る
環
境
の
大
き
な

変
化
に
適
応
す
る
時
間
が
短
縮
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　A
I
時
代
に
は
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
。

大
学
出
版
部
は
電
子
書
籍
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
資
料
、
イ
ン
タ
ラ
ク

テ
ィ
ブ
モ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
様
々
な
形
態
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を

提
供
し
、
学
生
と
教
員
が
効
果
的
に
ア
ク
セ
ス
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
局
、
大
学
出
版
部
は
良
質
の
コ

ン
テ
ン
ツ
制
作
は
も
ち
ろ
ん
、
制
作
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
価
値
が

損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
良
質
の
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
た
め
の
電
子
書

籍
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
及
び
活
用
が
必
須
の
時
代
に
な
っ

た
の
だ
。

　変
化
管
理
及
び
組
織
文
化
の
造
成

　A
I
時
代
に
対
応
す
る
た
め
に
は
内
部
の
変
化
管
理
と
組
織
文
化

の
造
成
も
重
要
で
あ
り
、
新
し
い
技
術
に
対
す
る
従
業
員
の
理
解
度

を
高
め
た
り
、
実
験
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
奨
励
し
た
り
す
る
な
ど
の

努
力
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
意

思
決
定
シ
ス
テ
ム
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
各
大
学
の
特
性
と
慣

習
で
書
籍
出
版
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
デ
ー
タ
中
心
の
業
務
改
善
も
良
い
選
択
肢
と
な
り
得
る
。
そ
し

て
デ
ー
タ
収
集
と
分
析
を
通
じ
て
読
者
の
傾
向
、
購
買
パ
タ
ー
ン
、

市
場
動
向
な
ど
を
A
I
の
助
け
を
借
り
て
把
握
し
、
戦
略
的
な
決
定

を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。

　第
二
に
、
A
I
関
連
制
度
と
法
律
を
事
前
に
検
討
す
る
こ
と
が
あ

る
。
A
I
モ
デ
ル
及
び
デ
ー
タ
使
用
時
の
倫
理
と
法
律
遵
守
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
。
個
人
情
報
保
護
及
び
著
作
権
侵
害
な
ど
の
問
題
を

慎
重
に
検
討
し
、
関
連
法
律
及
び
規
制
を
検
討
す
れ
ば
、
迅
速
に

A
I
時
代
に
適
応
で
き
る
だ
ろ
う
。

　第
三
に
、
大
学
出
版
部
は
革
新
的
な
外
部
企
業
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
構
築
し
、
最
新
の
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
の
改
善
な
ど
で
相
互
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
共
に

研
究
し
経
験
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
成
果
と
革
新
的
な
ソ

07-15 特集（金成柱）_CC2023.indd   1307-15 特集（金成柱）_CC2023.indd   13 2024/04/18   16:442024/04/18   16:44



14

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
見
つ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　最
後
に
、
組
織
文
化
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
出
版
市
場

は
変
化
し
続
け
て
お
り
、
A
I
技
術
も
急
速
に
発
展
す
る
。
そ
の
た

め
保
守
的
な
大
学
出
版
部
は
継
続
的
に
変
化
に
適
応
す
る
準
備
が
必

要
で
あ
り
、
新
し
い
技
術
と
ト
レ
ン
ド
を
注
視
し
な
が
ら
も
受
け
入

れ
へ
の
違
和
感
が
な
い
よ
う
に
、
柔
軟
性
の
あ
る
文
化
を
構
築
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　A
I
時
代
に
大
学
出
版
部
が
最
重
要
に
考
慮
す
べ
き
点
は
、
人
間

と
機
械
が
相
互
補
完
的
に
作
用
し
て
最
高
の
出
版
物
を
提
供
す
る
こ

と
で
あ
る
。

Ⅳ
　生
成
型
A
I
の
否
定
的
な
見
方

　生
成
型
A
I
技
術
は
、
出
版
業
界
の
革
新
的
な
可
能
性
を
提
示
し

て
い
る
一
方
で
様
々
な
否
定
的
な
見
方
も
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
は

主
に
人
間
の
創
作
物
に
対
す
る
価
値
、
著
作
権
問
題
、
職
業
喪
失
な

ど
に
関
連
し
て
い
る
。

　ま
ず
、
生
成
型
A
I
は
大
量
の
デ
ー
タ
を
学
習
し
て
新
し
い
コ
ン

テ
ン
ツ
を
生
成
し
業
務
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
過
程

で
人
間
の
作
家
が
持
つ
感
性
と
独
創
性
が
不
足
す
る
こ
と
が
あ
り
得

る
。
例
え
ば
、
A
I
が
小
説
を
作
成
す
る
場
合
、
そ
の
作
品
は
機
械

的
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
作
家
の
繊
細
な
感
情
表
現

や
深
い
思
考
な
ど
を
伝
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
読
者
が
経
験
す
る
文

学
的
価
値
や
満
足
感
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

　第
二
に
、
生
成
型
A
I
が
自
動
的
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
産
す
る
場

合
、
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
著
作
権
が
誰
に
属
す
る
の
か
明
確
で
は
な

い
。
も
し
A
I
が
既
に
存
在
す
る
作
品
を
基
に
新
し
い
内
容
を
生
成

す
る
場
合
、
元
の
作
品
へ
の
著
作
権
侵
害
問
題
が
発
生
す
る
か
も
し

れ
ず
、
法
的
紛
争
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
い
。

　第
三
に
、
大
学
出
版
部
で
編
集
者
、
マ
ー
ケ
タ
ー
、
相
談
員
、
物

流
担
当
な
ど
様
々
な
立
場
で
働
く
人
々
の
役
割
が
A
I
に
よ
っ
て
代

替
さ
れ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
特
に
翻
訳
、
編
集
な
ど
一
部
の

役
割
は
す
で
に
A
I
ベ
ー
ス
の
シ
ス
テ
ム
に
置
き
換
え
ら
れ
始
め
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
続
け
ば
出
版
分
野
で
働
く
多
く
の
人
が

職
を
失
う
危
機
に
陥
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

　第
四
に
、
生
成
型
A
I
は
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
生
成
や
デ
ィ
ー

プ
フ
ェ
イ
ク
な
ど
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。
A
I
が

現
実
と
区
別
が
難
し
い
偽
の
情
報
を
作
り
出
す
と
、
そ
れ
が
社
会
的

混
乱
を
招
い
た
り
、
違
法
活
動
に
利
用
さ
れ
た
り
す
る
と
い
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。

　こ
の
よ
う
な
否
定
的
な
側
面
を
考
慮
し
、
A
I
技
術
の
活
用
に
対

す
る
倫
理
的
・
法
的
規
制
と
適
切
な
管
理
が
必
要
で
あ
り
、
大
学
出

版
部
は
自
ら
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
す
る
改
善
点
を
政
府
の
政
策
に

反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

Ⅴ
　A
I
リ
テ
ラ
シ
ー
能
力
を
育
て
よ
う
。

　も
し
か
し
た
ら
、
生
成
型
A
I
こ
そ
一
〇
人
以
下
の
小
規
模
大
学

出
版
部
に
適
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
多
く
の

大
学
出
版
部
は
職
員
一
人
で
書
籍
契
約
か
ら
販
売
ま
で
す
べ
て
の
仕
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15　　生成型AI時代の到来、そして大学出版

事
を
担
当
し
て
い
る
の
で
、
生
成
型
A
I
は
活
用
価
値
の
あ
る
部
下

に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？

　
C
hatG

PT

を
は
じ
め
と
す
る
生
成
型
A
I
は
す
で
に
産
業
の
境
界

を
超
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
現
場
の
こ
こ
か
し
こ
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
急
速
に
変
化
す
る
A
I
時
代
に
生
き
残
り
、

さ
ら
に
前
進
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
積
極
的
か
つ
能
動
的
な
姿
勢
で

人
工
知
能
と
の
共
存
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、

大
学
出
版
部
は
A
I
リ
テ
ラ
シ
ー
の
能
力
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。　A

I
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
、
A
I
に
関
連
す
る
技
術
と
概
念
を
理
解

し
、
そ
れ
が
社
会
と
産
業
に
与
え
る
影
響
を
評
価
し
、
効
果
的
に
活

用
で
き
る
能
力
を
い
う
。
大
学
出
版
部
で
A
I
リ
テ
ラ
シ
ー
能
力
を

強
化
す
る
た
め
の
提
言
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　ま
ず
、
従
業
員
に
A
I
に
関
連
す
る
技
術
と
概
念
に
関
す
る
教
育

及
び
訓
練
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
セ
ミ
ナ
ー
、
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
な
ど
様
々
な
形
で
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
、
従
業
員
が
A
I
技
術
の
仕
組
み
を
理
解
し
、
出
版
プ

ロ
セ
ス
に
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
の
か
を
知
る
こ
と
で
、
A
I
を

よ
り
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　ま
た
、
従
業
員
が
A
I
ツ
ー
ル
や
リ
ソ
ー
ス
に
簡
単
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
必
要
な
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
ラ
イ
セ
ン
ス
を
購
入
し
た
り
、
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
り
す
る
方
法
が
あ
る
。
そ
し
て
、
実
際
の
問
題
解

決
の
過
程
で
A
I
ツ
ー
ル
を
使
用
す
る
経
験
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
従
業
員
が
作
業
フ
ロ
ー
で
発
生
す
る
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
生
成
型
A
I
ツ
ー
ル
や
分
析
ツ
ー
ル
な
ど
を
活
用
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
し
て
実
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　最
後
に
、
人
工
知
能
の
活
用
は
様
々
な
倫
理
的
な
悩
み
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
著
作
権
問
題
か
ら
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ま
で
多
岐
に
存
在
し
て
い
る
。 

従
っ
て
、
出
版
部
内
で
人
工

知
能
の
倫
理
に
関
す
る
国
内
外
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
法
律
の
知
識
を

学
び
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
盗
作
や
著
作
権
関
連
な
ど

の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
は
あ
る
が
、
人
工
知
能
を
通
じ
た
出
版
プ
ロ
セ

ス
で
効
率
を
高
め
る
こ
と
も
で
き
る
。

　結
局
、
す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス
に
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
は
人
間

次
第
で
あ
り
、
そ
の
決
定
に
よ
っ
て
結
果
が
大
き
く
変
わ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

※ 

　本
稿
は
、
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告
原
稿
を
大
幅
に
圧
縮
し
た
も
の
で
あ

る
。
圧
縮
の
過
程
で
適
宜
表
現
を
補
っ
た
（
編
集
部
）。

07-15 特集（金成柱）_CC2023.indd   1507-15 特集（金成柱）_CC2023.indd   15 2024/04/18   16:442024/04/18   16:44



16

　金
成
柱
氏
は
、
A
I
自
体
が
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、
ま
だ
漠

然
と
し
た
知
識
し
か
持
っ
て
い
な
い
私
た
ち
に
、
基
礎
的
な
枠
組

み
か
ら
、
個
別
具
体
的
な
部
分
ま
で
を
分
か
り
や
す
く
整
理
し
て

提
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
ず
現
時
点
に
お
い
て
、

A
I
を
何
に
活
用
で
き
る
の
か
を
考
え
る
上
で
と
て
も
参
考
に

な
っ
た
。

　A
I
と
協
業
し
た
出
版
プ
ロ
セ
ス
の
事
例
に
つ
い
て
も
、
出
版

の
各
フ
ェ
ー
ズ
に
分
類
し
て
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

活
用
の
可
能
性
と
問
題
点
を
把
握
す
る
の
に
有
益
で
、
分
か
り
や

す
い
提
示
の
仕
方
を
な
さ
っ
て
い
る
。
続
い
て
A
I
の
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
側
面
も
紹
介
し
、
最
後
に
大
学
出
版
部
と
し
て
何
に
備
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
か
を
考
察
さ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
氏
の
発
表

に
敬
意
を
表
し
た
い
。

　発
表
を
受
け
て
、
主
に
A
I
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
と
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
面
の
両
面
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
た
い
。

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
と
対
応
に
つ
い
て

　出
版
業
に
と
っ
て
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
A
I
の
負
の
側
面
は
、

著
作
権
が
侵
害
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
反
対
に
著
者
が
使
用
す

る
際
に
は
他
者
の
著
作
権
を
侵
害
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
人
工
知
能
は
学
習
の
途
上

で
あ
り
日
々
進
化
し
て
い
く
の
で
、
A
I
の
こ
と
を
考
え
る
際
に

は
、
時
間
を
区
切
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
将
来
的
に

著
作
権
処
理
の
問
題
は
技
術
的
に
ク
リ
ア
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

か
ら
だ
。
あ
く
ま
で
も
現
時
点
に
お
い
て
の
話
に
な
る
が
、
出
版

コ
ン
テ
ン
ツ
が
他
社
の
権
利
を
侵
害
せ
ず
、
学
術
的
ル
ー
ル
に
則

っ
て
書
か
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
著
者
と

大
学
出
版
部
の
名
に
お
い
て
発
行
す
る
我
々
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、

執
筆
、
翻
訳
、
表
紙
の
装
丁
に
お
い
て
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
は

難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

韓
国
側
報
告
へ
の
コ
メ
ン
ト

古
澤
言
太
　（日
本
大
学
出
版
部
協
会 

副
理
事
長
／
九
州
大
学
出
版
会
）

特
集
＊
生
成
型
A
I
時
代
の
大
学
出
版
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17　　韓国側報告へのコメント

役
立
つ
メ
デ
ィ
ア
。
文
脈
を
共
有
し
て
い
れ
ば
、
言
葉
は
少

な
く
て
す
む
。

　こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
私
た
ち
の
業
務
に
当
て
は
め
て
考
え
て
み

る
と
、
出
版
企
画
や
編
集
と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
、
A
I
は

ア
イ
デ
ィ
ア
出
し
の
補
佐
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
用
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
異
分
野
間
の
研
究
テ
ー
マ
の

創
出
に
も
役
立
ち
そ
う
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
結
果
と
し
て
我
々

の
刊
行
物
と
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　以
上
、
大
雑
把
に
A
I
の
欠
点
と
利
点
を
私
た
ち
の
業
務
に
当

て
は
め
て
み
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
A
I
の
将
来
に
つ
い
て
は

予
測
不
可
能
な
部
分
が
大
き
い
。
A
I
の
知
能
が
人
類
の
知
能
を

上
回
る
時
点
（
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
）
が
二
〇
四
五
年
に
到
来
す

る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
本
当
に
そ
の
よ
う
な
時
が

来
る
の
だ
ろ
う
か
。
A
I
を
利
用
し
て
利
得
を
得
て
い
る
事
業
者

達
は
、
そ
う
な
っ
た
時
に
A
I
を
自
分
た
ち
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下

に
置
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
A
I
が
進
化
し
て
い
く
時
、

学
術
の
世
界
も
変
容
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
コ
リ
ン
ズ
と
エ
ヴ
ァ

ン
ズ
が
書
い
た
『
専
門
知
を
再
考
す
る
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
）

で
は
、「
対
話
型
専
門
知
」
と
「
貢
献
型
専
門
知
」
と
い
う
こ
と

が
書
か
れ
て
い
る
が
、「
貢
献
型
専
門
知
」
は
専
ら
A
I
頼
み
で
、

人
間
は
A
I
と
対
話
す
る
だ
け
の
学
問
と
な
っ
て
し
ま
う
の
か
も

し
れ
な
い
。
い
か
な
る
影
響
が
私
た
ち
の
業
界
に
及
ぶ
の
か
、
今

後
も
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

　情
報
の
偏
り
や
、
誤
り
が
あ
る
と
い
う
点
も
見
逃
せ
な
い
。
つ

ま
り
、
現
時
点
で
は
A
I
が
提
示
す
る
情
報
の
正
確
性
に
つ
い
て

問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
、
A
I
が
ど
こ
か
ら
情
報
を

集
め
て
い
る
の
か
、
ク
ロ
ー
リ
ン
グ
（C

row
ling

）
に
よ
っ
て
他

者
が
権
利
を
持
つ
情
報
ま
で
収
集
さ
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
私

た
ち
は
そ
れ
を
知
る
由
も
な
い
。
例
え
ば
、G

oogle

の
サ
ー
ビ
ス

で
あ
るB

ard

に
人
名
を
入
力
し
て
み
た
と
す
る
。
そ
こ
で
そ
の

人
に
関
す
る
情
報
が
出
て
く
る
ケ
ー
ス
と
そ
う
で
な
い
ケ
ー
ス
が

あ
る
。
私
の
個
人
的
な
見
解
で
は
、
学
術
論
文
を
出
し
て
い
る
よ

う
な
人
は
表
示
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
然
る
べ
き
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
そ
の
人
の
論
文
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
A
I
も
、
そ
う
し
た
信

頼
の
お
け
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
優
先
的
に
情
報
を
収
集
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
と
可
能
性
に
つ
い
て

　金
氏
の
発
表
に
お
い
て
も
、
様
々
な
A
I
利
活
用
の
方
法
が
提

示
さ
れ
た
が
、
ま
ず
、
先
日
私
が
受
講
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
、
オ
ン

ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア Sm
artN

ew
s

の
藤
村
厚
夫
氏
が
挙
げ
ら
れ
た

A
I
の
利
点
を
以
下
の
と
お
り
紹
介
し
た
い
。

　• 

変
換
（T
ransform

）
が
得
意
で
あ
る
。

　• 

情
報
の
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
に
適
し
て
い
る
↓
パ
ー
ソ
ナ
ル

な
相
談
相
手
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
的
な
役
割
を
果
た
し
得
る
。

　• 

情
報
の
送
り
手
と
受
け
手
が
高
い
レ
ベ
ル
で
文
脈
を
共
有
し

て
い
る
時
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
化
さ
せ
る
こ
と
に
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　京
都
大
学
学
術
出
版
会
編
集
室
・
大
橋
裕
和
と
申
し
ま
す
。
本
日

は
生
成
系
Ａ
Ｉ
と
大
学
出
版
を
テ
ー
マ
に
、
日
本
の
状
況
を
皆
さ
ん

に
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。C

hatG
PT

に
代
表
さ
れ
る
生
成
系

Ａ
Ｉ
は
、
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
三
井
住
友
銀
行
、

み
ず
ほ
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
金
融
大
手
な
ど
を
は
じ
め
、
す
で
に
日
本

の
多
く
の
企
業
で
導
入
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
そ
の
利
用

に
あ
た
っ
て
は
リ
ス
ク
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
日
本
の

教
育
機
関
な
ど
で
は
教
育
・
学
習
へ
の
利
用
に
慎
重
な
姿
勢
も
見
ら

れ
ま
す
。
日
本
の
大
学
や
教
育
機
関
の
状
況
も
横
目
に
見
つ
つ
、
出

版
業
界
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
、
見
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

大
学
は
生
成
系
Ａ
Ｉ
を
ど
う
見
て
い
る
か
？

　日
本
の
大
学
出
版
に
お
い
て
、
生
成
系
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
る
と

い
う
例
は
ほ
と
ん
ど
聞
き
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
活
用
で
き
る
も
の
な
の

か
ど
う
か
、
慎
重
に
見
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
う
状
況
に
留
ま

り
ま
す
。
そ
こ
で
私
の
発
表
は
、「
大
学
出
版
」
と
い
う
枠
に
絞
ら
ず
、

日
本
の
出
版
業
界
そ
し
て
大
学
で
の
Ａ
Ｉ
の
利
用
状
況
と
い
う
広
い

枠
で
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　さ
て
、
日
本
政
府
の
Ａ
Ｉ
戦
略
で
は
、
二
〇
二
五
年
ま
で
に
全
て

の
高
校
生
と
全
学
部
・
全
学
科
の
大
学
生
・
短
大
生
・
専
門
学
校

生
に
対
し
、
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
知
識
と
技
能
の
習
得
を
必
修
化
す
る
、

と
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
先
進
国
の
な
か
で
も
非
常
に
野
心
的
な
取

り
組
み
だ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
で
は
実
際
に
そ
の
戦
略
を
遂
行

す
る
大
学
は
生
成
系
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
で
し
ょ
う

か
？ 　も

ち
ろ
ん
賛
否
両
論
あ
り
ま
す
。

　東
京
大
学
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
解
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
は
、
生
成
系
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
の
利
用
を
禁
じ
て
は
い
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
そ
の
活
用
の
可
能
性
を
積
極
的
に
探
る
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。
一

生
成
系
A
I
を
ど
う
活
用
す
る
か
？
―
―
日
本
の
現
状
か
ら
探
る

大
橋
裕
和
　（京
都
大
学
学
術
出
版
会
）

特
集
＊
生
成
型
A
I
時
代
の
大
学
出
版
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19　　生成系AIをどう活用するか？

を
出
し
て
い
る
大
学
が
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
対
応
は
大
学
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。
文
部
科
学
省
は

二
〇
二
三
年
七
月
、
大
学
・
高
専
に
お
け
る
生
成
系
Ａ
Ｉ
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
指
針
を
だ
し
ま
し
た
が
、「
正
負
両
面
を
み
す
え

て
各
大
学
、
現
場
で
対
応
す
る
こ
と
…
…
が
重
要
だ
」
と
し
、
結

局
、
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
各
大
学
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
然
な
が
ら
、
政
府
も
明
解
な
答
え
を
提
示
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

生
成
系
Ａ
Ｉ
と
著
作
権

　で
は
法
的
に
は
ど
う
考
え
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
？

　生
成
系
Ａ
Ｉ
は
学
習
用
の
膨
大
な
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
読
み
取
り
、

学
習
を
す
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
傾
向
を
つ
か
み
だ
し
、

入
力
に
対
し
て
そ
の
傾
向
を
踏
ま
え
た
情
報
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す

る
、
と
い
う
の
が
お
お
ま
か
な
流
れ
で
す
。
こ
の
学
習
用
デ
ー
タ

と
い
う
の
は
多
く
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
の
も
の
に
な
る
の
で
す
が
、
著
作

権
者
に
許
可
な
く
Ａ
Ｉ
に
デ
ー
タ
を
読
み
取
ら
せ
る
行
為
は
、
著

方
で
、
授
業
で
の
利
用
な
ど
は
教
員
の
判
断
に
委
ね
て
は
い
ま
す
が
、

レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
「
学
生
本
人
が
作
成
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
お
り
、生
成
系
Ａ
Ｉ
の
み
を
用
い
て
作
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」、

と
も
し
て
い
ま
す
。

　京
都
大
学
は
公
式
見
解
を
発
表
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
湊
長
博
学
長

は
二
〇
二
三
年
の
入
学
式
に
お
い
て
、
新
入
生
に
向
け
て
「
Ａ
Ｉ
に

よ
る
文
章
作
成
に
は
誤
っ
た
情
報
が
含
ま
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
」
と

し
、「
み
ず
か
ら
『
文
章
を
書
く
』
と
い
う
こ
と
に
伴
う
重
要
な
検

証
プ
ロ
セ
ス
が
欠
け
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、「
皆

さ
ん
に
は
、
時
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
と
自
分
の
文
章
を
練
り
上
げ

る
習
慣
を
、
ぜ
ひ
身
に
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

禁
止
は
し
な
い
が
リ
ス
ク
を
把
握
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
自
ら
考
え
自

分
の
言
葉
で
語
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
と
う

か
が
え
ま
す
。

　一
方
、
禁
止
の
事
例
も
あ
り
ま
す
。
上
智
大
学
は
「
教
員
の
許
可

な
く
使
う
こ
と
を
禁
止
」
し
、「
使
用
が
判
明
し
た
場
合
、
厳
格
な

対
応
を
行
う
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
姿
勢
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本
で
は
、
違
法
サ
イ
ト
の
デ
ー
タ
も
学
習
の
た
め
な
ら
利
用
し
て
も

構
わ
な
い
と
さ
れ
ま
す
。
さ
す
が
に
こ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
見

直
す
べ
き
だ
と
い
う
声
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
Ａ
Ｉ
の
生
成
物
は
「
著
作
物
」
な
の
で
し

ょ
う
か
？

　日
本
で
は
、
人
間
と
Ａ
Ｉ
に
よ
る
共
創
は
著
作
物
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
Ａ
Ｉ
単
独
で
は
認
め
な
い
と
い
う
方
針
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
も
「
創
作
は
人
間
の
特
権
で
あ
る
」
と
い
う
判
決
が
出

て
お
り
、
著
作
物
性
は
否
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
も
同
じ
よ
う
に

著
作
性
は
な
し
で
す
。
中
国
は
ど
ち
ら
も
判
例
が
あ
り
、
ま
だ
方
向

が
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
対
応
は
各
国
バ
ラ
バ
ラ
、
変

化
の
渦
中
に
あ
り
ま
す
。

生
成
系
Ａ
Ｉ
は
出
版
を
変
え
る
、
と
い
う
け
れ
ど
…
…

　さ
て
、
社
会
の
状
況
に
つ
い
て
は
こ
の
あ
た
り
に
し
て
、
出
版
と

Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　す
で
に
書
籍
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
著
作
者
は
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
は
じ
め

て
お
り
、
日
本
で
はC

hatG
PT

を
使
っ
て
書
か
れ
た
本
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
、C

hatG
PT

だ
け
で
書
い
た
、
と
い
う
の
は
出
版

物
の
な
か
に
は
基
本
は
な
い
よ
う
で
す
。
ま
だ
ま
だ
市
場
に
提
供
で

き
る
ほ
ど
の
ク
オ
リ
テ
ィ
をC

hatG
PT

だ
け
で
は
出
せ
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
書
き
手
の
活
用
と
し
て
よ
く
言
わ
れ
る
の
が
「
ブ
レ
イ
ン
ス
ト

ー
ミ
ン
グ
」
で
す
。
企
画
や
構
成
を
練
る
う
え
でC

hatG
PT

と
の
対

話
は
非
常
に
有
用
だ
と
い
い
ま
す
。
ま
た
文
章
に
小
見
出
し
を
入
れ

て
く
れ
る
、
差
別
語
な
ど
を
指
摘
し
た
り
別
の
表
現
を
教
え
て
く
れ

作
権
に
違
反
す
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
議
論
が
欧
米
で
は

盛
ん
で
す
。

　例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
ゲ
ッ
テ

ィ
・
イ
メ
ー
ジ
ズ
は
二
〇
二
三

年
二
月
、
画
像
生
成
Ａ
Ｉ

「Stable D
iffusion

」
を
相
手
取

り
、
ゲ
ッ
テ
ィ
の
画
像
デ
ー
タ

を
勝
手
に
学
習
に
利
用
し
た
と

し
て
訴
訟
を
起
こ
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
生
成
画

像
を
ゲ
ッ
テ
ィ
に
投
稿
す
る
こ

と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
ほ
か

に
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
集
団
訴
訟
が
起
き
た
り
、
著
名
人
ら
に

よ
る
Ａ
Ｉ
学
習
の
停
止
要
請
の
署
名
活
動
な
ど
も
起
こ
り
ま
し
た
。

Ａ
Ｉ
へ
の
逆
風
は
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
吹
き
荒
れ
て
い
ま
す
。

　そ
ん
な
な
か
、
日
本
の
著
作
権
法
だ
け
が
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
読
み

取
り
を
完
全
に
許
容
し
て
い
ま
す
。

　以
下
、
各
国
の
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
日
本
も

Ｅ
Ｕ
も
、
学
習
利
用
の
た
め
な
ら
著
作
権
法
違
反
に
は
あ
た
ら
な
い

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
利
用
目
的
が
営
利
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
た
だ

し
Ｅ
Ｕ
で
は
「
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
」、
つ
ま
り
デ
ー
タ
の
権
利
者
が
利

用
に
対
し
て
拒
否
を
表
明
し
た
場
合
は
、
利
用
か
ら
外
す
義
務
が
あ

り
ま
す
。
日
本
は
こ
の
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
も
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
日

18-23 特集（大橋裕和）_CC2023.indd   2018-23 特集（大橋裕和）_CC2023.indd   20 2024/04/12   16:462024/04/12   16:46



21　　生成系AIをどう活用するか？

る
、
未
完
成
の
原
稿
を
勝
手
に
埋
め
て
く
れ
る
な
ど
、
企
画
か
ら
文

章
の
補
完
ま
で
、
う
ま
く
使
え
ば
強
力
な
文
章
生
成
ツ
ー
ル
に
な
り

え
ま
す
。

　文
体
の
変
換
も
可
能
で
す
。
例
え
ば
、「
村
上
春
樹
風
に
し
て
」

と
言
え
ば
一
気
に
文
体
や
調
子
を
変
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
小

学
生
向
け
に
書
き
直
す
な
ど
と
い
う
こ
と
も
容
易
で
す
。

　次
に
、
わ
れ
わ
れ
編
集
者
が
ど
う
活
用
で
き
る
か
。
文
章
の
校
正

に
使
え
る
と
い
う
の
は
容
易
に
想
像
が
つ
き
ま
す
が
、
さ
ら
に
は
表

紙
や
挿
絵
、
図
や
表
な
ど
を
編
集
者
自
身
が
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
手
軽
に

作
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　加
え
て
、C

hatG
PT

が
発
展
す
れ
ば
編
集
者
や
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が

い
ら
な
く
な
る
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
む
し
ろ
編
集
者
が
創
作
者

に
な
っ
て
出
版
社
の
出
し
た
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ど
ん
ど
ん
実
現
し
て

い
く
と
い
う
未
来
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
は
、
本
当
に
私
た

ち
の
編
集
業
務
全
体
が
ぐ
っ
と
楽
に
な
る
の
か
…
…
そ
れ
は
難
し
い

問
題
で
す
。
た
し
か
に
表
記
統
一
や
文
献
整
理
に
は
一
定
の
力
を
発

揮
し
ま
す
が
、
文
章
生
成
の
精
度
はC

hatG
PT

4

で
も
い
ま
だ
に
英

語
で
八
五
・
六
%
、
日
本
語
だ
と
七
九
・
九
%
と
い
う
の
が
検
証
結

果
で
す
。
そ
の
ま
ま
お
任
せ
す
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
企
画
を
考
え
た
り
著
者
と
や
り
取
り
し
た
り
す
る
の
を
ま

だ
Ａ
Ｉ
に
任
せ
ら
れ
な
い
の
は
自
明
で
し
ょ
う
。

　営
業
面
で
は
、
本
の
宣
伝
文
、
書
棚
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
づ
く
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

ペ
ー
ジ
の
構
築
な
ど
、
出
版
社
で
も
書
店
で
も
宣
伝
に
一
部
利
用
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
で
も
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、

Ａ
Ｉ
が
フ
ェ
イ
ク
を
入
れ
て
く
る
こ
と
で
す
。
Ａ
Ｉ
が
平
気
で
「
ウ

ソ
」
を
つ
く
こ
と
は
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
書
籍
内
容
の
要
約
に

辻
褄
合
わ
せ
の
噓
が
ま
じ
っ
た
り
、
実
在
し
な
い
文
献
情
報
が
入
る

と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
お
任
せ
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
ず
、
リ
ス
ク
は
常
に
考
慮
し
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　最
後
に
読
者
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
Ａ
Ｉ
は
読
書
を
変
え
る
と
も

い
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
「Basm

o

」
と
い
う
読
書
用
ア
プ
リ
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
書
物
を
Ａ
Ｉ
化
し
対
話
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も

の
で
す
。
質
問
す
れ
ば
そ
の
本
の
著
者
と
話
を
す
る
よ
う
に
Ａ
Ｉ
が

答
え
て
く
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
注
釈
を
つ
け
た
り
読
み
方
を
ア
ド
バ
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イ
ス
し
た
り
も
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
は
も
し
か
し
た
ら
、
私
た
ち

が
刊
行
す
る
よ
う
な
研
究
書
の
読
者
の
ニ
ー
ズ
に
は
適
し
た
読
書
の

形
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　さ
ら
に
、
読
者
が
読
み
た
い
本
を
自
分
で
つ
く
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
可
能
で
す
。
絵
本
や
小
説
を
作
成
す
る
Ａ
Ｉ
ア
プ
リ
も
広
が
り
、

読
者
が
も
は
や
書
籍
制
作
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
な
り
え
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　著
者
や
読
者
が
そ
の
ま
ま
出
版
社
に
な
れ
る
、
セ
ル
フ
電
子
出
版

も
で
き
る
。
で
あ
る
な
ら
、
こ
れ
か
ら
私
達
の
よ
う
な
出
版
社
は
不

要
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
？
…
…
と
い
う
疑
問
は
湧
き
ま
す
。
そ
れ
で

も
先
ほ
ど
紹
介
し
た
よ
う
に
、
Ａ
Ｉ
が
一
〇
〇
％
書
い
た
本
は
ま
だ

売
り
物
に
な
り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｉ
と
共
創
し
て
い
る
あ
る
作
家
は
こ
う

言
い
ま
す
。

「
Ａ
Ｉ
は
便
利
だ
が
、
Ａ
Ｉ
の
書
い
た
も
の
で
感
動
し
た
こ
と
は

一
度
も
な
い
」

　ま
だ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
お
い
て
は
人
間
に
は
一
日
の
長
が

あ
り
ま
す
。
出
版
社
や
編
集
者
が
い
る
意
義
だ
っ
て
ま
だ
ま
だ
あ
る

と
信
じ
た
い
も
の
で
す
。
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、
不
安
は
あ

り
ま
す
が
…
…
。

揺
さ
ぶ
ら
れ
な
が
ら
も

　そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
我
々
大
学
出
版
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　我
々
は
、
研
究
成
果
を
発
信
す
る
、
ま
た
学
ぶ
人
の
助
け
と
な
る

も
の
を
提
供
す
る
、
と
い
う
の
が
使
命
で
す
。
し
か
し
、
研
究
者
の

論
文
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
ま
ま
右
か
ら
左
に
流
す
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
京
都
大
学
学
術
出
版
会
で
は
、
学
術
性
に
つ
い
て
精
査
し

て
か
ら
で
な
い
と
出
版
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
の
せ
ま
せ
ん
。
編
集
室
で

も
論
文
を
読
ん
だ
う
え
、
他
の
研
究
者
に
査
読
を
お
願
い
し
た
り
、

審
査
会
議
に
か
け
る
な
ど
、
い
く
つ
か
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。

　Ａ
Ｉ
の
登
場
に
よ
っ
て
、
こ
の
査
読
シ
ス
テ
ム
が
今
後
成
立
し
う

る
の
か
ど
う
か
、
大
き
な
懸
念
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
は
、
論
文
を
書
い
た
人
が
Ａ
Ｉ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
り
う
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
論
文
の
下
書
き
や
文
献
要
約
に
は
す

で
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
よ
り
多
方
面
に
利
用
さ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　Ａ
Ｉ
で
論
文
を
書
く
こ
と
、
そ
こ
に
は
「
責
任
」
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
論
文
の
本
当
の
意
味
で
の
著
者
は
誰
か
、
研
究
の
成
果

を
き
ち
ん
と
表
現
し
え
て
い
る
の
か
…
…
ま
た
気
づ
か
な
い
う
ち
に

Ａ
Ｉ
が
著
者
の
主
張
を
拡
張
し
た
り
、
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
巧
み
に

フ
ェ
イ
ク
を
混
ぜ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
著
者
が
意
図
し
た
以
外
の

内
容
が
混
ざ
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
著
者
は
ど
こ
ま
で
を
「
自
分
の

主
張
だ
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
？

　そ
し
て
評
価
す
る
側
か
ら
す

る
と
、
そ
れ
が
著
者
の
主
張
な
の
か
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
も
の
な
の
か
は

お
そ
ら
く
区
別
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

　

O
penA

I

社
は
、
Ａ
Ｉ
が
生
成
し
た
文
章
か
ど
う
か
を
検
出
す
る

ツ
ー
ル
を
用
い
て
も
、
確
実
に
Ａ
Ｉ
か
ど
う
か
判
断
は
で
き
な
い
と
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23　　生成系AIをどう活用するか？

表
明
し
て
い
ま
す
。O

penA
I

社
の
ツ
ー
ル
で
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
や
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
文
章
を
、「
Ａ
Ｉ
が
書
い
た
文
章
だ
」

と
判
断
し
て
し
ま
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
私
達
に
は
ど
こ

ま
で
が
本
人
が
書
い
た
も
の
で
、
ど
こ
ま
で
が
Ａ
Ｉ
が
書
い
た
も
の

な
の
か
が
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
も
し
か
す
る
と
、
著
者
自
身
に
も

自
分
と
Ａ
Ｉ
の
区
別
が
つ
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
…
…
。
著
者
や
出

版
社
が
き
ち
ん
と
責
任
を
持
て
な
い
も
の
を
世
に
出
し
て
し
ま
う
危

険
性
は
、
こ
れ
か
ら
は
よ
り
高
ま
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　そ
も
そ
も
研
究
者
が
自
分
で
発
信
で
き
る
世
の
中
で
、
わ
れ
わ
れ

出
版
社
は
ど
れ
だ
け
必
要
と
さ
れ
る
の
か
。
こ
こ
も
大
き
く
私
た
ち

を
揺
さ
ぶ
る
と
こ
ろ
で
す
。
研

究
者
ら
の
論
文
を
、
ど
の
く
ら

い
付
加
価
値
を
つ
け
て
「
本
」

と
し
て
編
み
な
お
す
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
そ
の
付
加
価
値
が

な
け
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
必

要
と
さ
れ
な
く
な
る
、
と
い
う

未
来
は
も
う
す
で
に
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

著
者
と
の「
協
創
」の
場
を
我
々

は
ど
う
作
れ
る
の
か
、
Ａ
Ｉ
以

上
の
価
値
を
ど
う
提
供
で
き
る

の
か
。
そ
れ
は
大
き
な
課
題
と

し
て
、
我
々
に
の
し
か
か
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　Ａ
Ｉ
は
指
数
関
数
的
に
発
展
し
て
い
ま
す
。O

penA
I

の
開
発
者

た
ち
自
身
が
、C

hatG
PT

が
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
の
能
力
を
発
揮
で
き
る

の
か
わ
か
ら
な
い
、
と
言
い
ま
す
。
開
発
者
す
ら
追
い
つ
け
な
い
驚

異
的
な
発
展
は
、
た
し
か
に
我
々
の
社
会
、
そ
し
て
常
識
を
大
き
く

塗
り
替
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
な
か
で
私
た
ち
大
学
出
版
が
ど
う
ふ

る
ま
う
の
か
。
さ
い
ご
にC

hatG
PT

に
聞
い
て
み
ま
し
た
。
答
え
は

こ
う
で
す
。

　Ａ
Ｉ
の
発
展
に
よ
り
出
版
業
界
全
体
が
変
化
し
て
い
ま
す
が
、

出
版
社
や
編
集
者
の
存
在
が
完
全
に
不
要
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
…
…
ま
だ
ま
だ
人
間
の
創
造
性
や
判
断
力
が
必
要
な

側
面
も
多
く
存
在
し
ま
す
。
大
学
出
版
は
人
間
の
専
門
知
識
と

創
造
性
に
基
づ
く
要
素
を
重
視
す
べ
き
で
す
。
Ａ
Ｉ
は
ツ
ー
ル

と
し
て
活
用
し
、
教
育
の
品
質
向
上
と
効
率
化
に
貢
献
す
る
一

方
、
…
…
変
化
す
る
教
育
環
境
に
適
応
す
る
柔
軟
性
を
持
つ
べ
き

で
す
。

　Ａ
Ｉ
に
励
ま
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
発
表
を
終
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　生
成
型
A
I
が
社
会
的
に
話
題
に
な
っ
て
お
り
、
教
育
現
場
に

お
い
て
も
、
大
学
だ
け
で
は
な
く
小
中
高
校
ま
で
学
生
の

C
hatG

T
P

の
活
用
が
悩
み
と
し
て
現
れ
て
い
ま
す
。
生
成
型
A
I

が
ま
だ
出
版
で
は
積
極
的
に
適
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
現
実
の

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
生
成
型
A
I
を
見
な
い
ふ
り
を
す
る
状
況

で
も
な
い
よ
う
で
す
。
大
橋
裕
和
氏
の
発
表
の
内
容
を
見
る
と
、

日
本
で
も
生
成
型
A
I
が
徐
々
に
出
版
に
入
り
込
ん
で
い
る
よ
う

で
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
私
た
ち
皆
で
考
え
る
べ
き
内
容
の
よ
う

で
す
。

　最
近
の
韓
国
で
も
、
韓
国
文
学
翻
訳
院
で
開
催
し
た
「
韓
国
文

学
翻
訳
賞
」
の
縦
ス
ク
ロ
ー
ル
コ
ミ
ッ
ク
部
門
の
新
人
賞
受
賞
者

は
韓
国
語
が
流
暢
で
な
く
、
受
賞
作
品
も
A
I
に
よ
る
翻
訳
結
果

で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
A
I
翻
訳
に
ど

の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
問
題
が
提
起
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

韓
国
文
学
翻
訳
院
は
こ
の
出
来
事
を
機
に
新
人
賞
の
公
募
制
度
の

改
善
と
共
に
A
I
と
の
協
業
範
囲
に
関
し
て
政
策
的
な
議
論
を
行

い
、
今
後
の
翻
訳
新
人
賞
の
応
募
者
は
人
工
知
能
（
A
I
）
翻
訳

機
の
助
け
を
借
り
た
作
品
を
提
出
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
内
容

を
公
募
要
項
に
含
め
ま
し
た
。

　翻
訳
院
は
「
機
械
と
の
共
同
翻
訳
」
を
禁
止
す
る
方
針
に
つ
い

て
、「
新
人
翻
訳
家
を
発
掘
し
、
彼
ら
が
翻
訳
を
継
続
す
る
機
会

を
提
供
す
る
と
い
う
賞
の
趣
旨
に
合
わ
せ
て
、
倫
理
性
の
強
化
が

必
要
で
あ
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。
翻
訳
新
人
賞
は
翻
訳
家
と
し

て
の
資
質
と
力
量
を
検
証
す
る
初
の
試
み
で
あ
る
だ
け
に
A
I
翻

訳
は
除
外
さ
れ
る
べ
き
と
み
た
わ
け
で
す
。

　こ
れ
は
今
後
の
出
版
著
作
物
に
も
起
こ
り
う
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
人
と
A
I
の
共
同
出
版
を
ど
こ
ま
で
認
め
て
、
そ
れ
に
対

す
る
著
作
権
は
ど
う
な
る
の
か
。
こ
れ
か
ら
A
I
技
術
が
よ
り
発

展
す
れ
ば
、
A
I
が
人
の
能
力
を
凌
駕
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
心
配
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、
今
年
初
め
に

日
本
側
報
告
へ
の
コ
メ
ン
ト

金
惠
智
　（蔚
山
大
学
校
出
版
部
）

特
集
＊
生
成
型
A
I
時
代
の
大
学
出
版
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25　　日本側報告へのコメント

C
hatG

T
P

が
本
を
出
版
し
、
韓
国
内
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　以
下
、
日
本
の
状
況
に
関
す
る
簡
単
な
質
問
で
私
の
コ
メ
ン
ト

を
終
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　①  

日
本
の
場
合
、C

hatG
T
P

な
ど
生
成
型
人
工
知
能
（
A
I
）

と
関
連
し
て
議
論
に
な
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
か
。

　②  

そ
し
て
、A
I
と
関
連
し
た
著
作
権
の
侵
害
を
防
ぐ
た
め
に
、

日
本
国
内
の
出
版
社
ま
た
は
大
学
出
版
社
で
用
意
し
て
い
る

具
体
的
な
方
策
を
知
り
た
い
で
す
。

　③  

次
に
、
日
本
で
は
A
I
が
出
版
し
た
本
が
あ
る
か
ど
う
か
、

あ
れ
ば
そ
の
事
例
を
簡
単
に
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
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弘
前
大
学
出
版
会

▼
郡
千
寿
子
／
多
田
恵
実
／
バ
ー
マ
ン
・
シ
ャ

ー
リ
ー
・
ジ
ョ
イ
著
『
コ
オ
リ
先
生
の
こ
と
ば

探
求
紀
行
―Professor Kohri's Travels: 

A Q
uest for W

ords

』（
A
5
判
・
一
八
八

頁
・
一
九
八
〇
円
）
新
聞
連
載
の
好
評
エ
ッ
セ

イ
が
一
書
に
な
り
ま
し
た
。
本
書
で
は
、
普
段
、

何
気
な
く
使
っ
て
い
る
こ
と
ば
の
魅
力
的
な
物

語
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
時
に
は
昔
の
古
典
を

紐
解
き
、
時
に
は
他
言
語
へ
思
い
を
馳
せ
る

―
コ
オ
リ
先
生
が
時
空
を
越
え
て
、
そ
の
謎

に
迫
り
ま
す
。
こ
と
ば
に
つ
い
て
歴
史
や
文
化

と
と
も
に
学
ぶ
中
で
、
読
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

思
い
も
よ
ら
な
い
真
相
に
驚
き
と
発
見
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い

人
た
ち
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
本

書
に
は
英
語
版
と
注
釈
が
付
い
て
い
ま
す
。
知

っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
日
本
語
の
不
思
議

な
世
界
を
一
緒
に
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

北
海
道
大
学
出
版
会

▼
小
松
謙
之
・
伊
藤
ふ
く
お
著
『
日
本
産
ゴ
キ

ブ
リ
全
種
図
鑑
』（
四
六
判
・
二
〇
〇
頁
・
四

九
五
〇
円
）
日
本
に
生
息
・
記
録
さ
れ
て
い
る

全
65
種
7
亜
種（
二
〇
二
三
年
三
月
七
日
現
在
）

に
、
最
近
人
気
の
あ
る
ぺ
ッ
ト
ロ
ー
チ
8
種
を

加
え
て
73
種
7
亜
種
を
収
録
し
た
カ
ラ
ー
図
鑑
。

農
学
部
・
理
学
部
・
薬
学
部
の
あ
る
大
学
の
図

書
館
や
自
然
史
系
博
物
館
、
保
健
所
、
製
薬
会

社
な
ど
の
図
書
室
必
備
書
。

▼
李
媛
著
『
空
海
の
字
書
―
人
文
情
報
学
か
ら

見
た
篆
隷
万
象
名
義
』（
A
5
判
・
三
三
二
頁
・

一
九
八
〇
〇
円
）
日
本
現
存
最
古
の
漢
字
字
書

で
あ
る
高
山
寺
本
『
篆
隷
万
象
名
義
』
に
情
報

学
、
書
物
学
、
文
字
学
の
三
つ
の
視
点
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
。
原
本
『
玉
篇
』
と
『
大
広
益

会
玉
篇
』
も
視
野
に
入
れ
、
古
写
本
を
電
子
テ

キ
ス
ト
化
し
、
日
中
の
研
究
の
成
果
を
統
合
し

て
論
じ
る
。

▼
福
地
保
馬
著
『
労
働
と
健
康
―
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
・
ワ
ー
ク
の
実
現
を
目
指
し
て
』（
A
5
判
・

二
二
四
頁
・
四
四
〇
〇
円
）
人
間
ら
し
い
労
働

の
実
現
を
求
め
て
「
労
働
者
の
健
康
問
題
」「
公

害
・
環
境
問
題
」
に
労
働
者
・
住
民
と
と
も
に

取
り
組
ん
で
き
た
著
者
の
研
究
の
集
大
成
。

大
学
出
版
部
ニ
ュ
ー
ス

大
学
出
版
部
協
会
・
活
動
報
告

一
月
一
九
日
（
金
）
一
四
時
〇
〇
分
〜

　J‒

C
O
P
Y
セ
ミ
ナ
ー

　開
催
※

一
月
一
九
日
（
金
）
一
五
時
〇
〇
分
〜

　第
九
回

　営
業
部
会

　開
催
※

一
月
二
六
日
（
金
）
一
五
時
三
〇
分
〜

　第
七
回

　理
事
会

　開
催
※

二
月
九
日
（
金
）
一
四
時
〇
〇
分
〜

　第
一
〇
回

　営
業
部
会

　開
催
※

二
月
九
日
（
金
）
一
五
時
〇
〇
分
〜

　N
T
T‒

E
D
X
セ
ミ
ナ
ー

　開
催
※

二
月
一
五
日
（
木
）
一
四
時
〇
〇
分
〜

　第
五
回

　編
集
部
会

　開
催
※

二
月
一
六
日
（
金
）
一
五
時
三
〇
分
〜

　第
八
回

　理
事
会

　開
催
※

三
月
一
日
（
金
）
一
四
時
〇
〇
分
〜

　第
一
一
回

　営
業
部
会

　開
催
※

三
月
一
五
日
（
金
）
一
五
時
三
〇
分
〜

　第
九
回

　理
事
会

　開
催
※

（
※ 

理
事
会
・
部
会
は
Z
O
O
M
で
の
開
催
）

表
示
価
格
は
税
込
で
す
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27　　大学出版部ニュース

東
北
大
学
出
版
会

▼
谷
内
一
彦
著
『〝
善
玉
〟
と
し
て
の
ヒ
ス
タ

ミ
ン
―
花
粉
症
か
ら
薬
の
作
用
を
考
え
る
』

（
B
5
判
・
三
六
頁
・
二
二
〇
〇
円
）
ヒ
ス
タ

ミ
ン
は
、
現
代
の
薬
理
学
の
礎
を
築
い
た
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
者
のH

enry D
ale

に
よ
り
発
見
さ

れ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
へ
の
関
与
が
見
出
さ
れ

て
以
来
、
そ
の
生
理
作
用
に
つ
い
て
多
く
の
研

究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ヒ
ス
タ
ミ
ン
は
ア
レ
ル

ギ
ー
の
起
因
物
質
と
し
て
一
般
に
は
「
悪
玉
」

と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
最
近
の
研
究
か
ら
ヒ

ス
タ
ミ
ン
の
生
理
作
用
は
生
体
に
と
っ
て
有
益

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
春
に
な
る
と
多
く

の
人
が
悩
む
花
粉
症
を
例
に
、
薬
が
持
つ
薬
理

作
用
を
考
え
な
が
ら
「
善
玉
」
と
し
て
の
ヒ
ス

タ
ミ
ン
の
機
能
を
紹
介
す
る
。

▼
田
中
真
理
・
川
住
隆
一
・
野
崎
義
和
・
横
田

晋
務
編
『
知
的
障
害
者
と
と
も
に
大
学
で
学
ぶ

―
東
北
大
学
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
「
杜
の
ま
な

び
や
」
の
取
り
組
み
』（
A
5
判
・
二
五
四
頁
・

三
五
二
〇
円
）
東
北
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究

科
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
先
端
的
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
研
究
と
し
て
開
講
さ
れ
た
、
知

的
障
害
者
の
生
涯
学
習
教
育
の
公
開
講
座
を
も

と
に
、
そ
の
準
備
や
概
要
、
構
成
員
の
学
び
合

い
の
成
果
な
ど
を
振
り
返
る
。

流
通
経
済
大
学
出
版
会

▼
植
村
秀
樹
著
『
平
和
国
家
の
戦
争
論
―
今
こ

そ
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
「
戦
争
論
」
を
読
む
』

（
A
5
判
・
三
六
〇
頁
・
四
四
〇
〇
円
）
戦
後

日
本
の
平
和
主
義
を
支
え
て
い
た
も
の
は
何
か
。

本
書
は
、
日
本
が
こ
れ
か
ら
も
平
和
国
家
で
あ

り
続
け
る
た
め
の
戦
争
論
の
す
す
め
で
あ
る
。

▼
西
野
博
道
著
『D

iscovering London in 
the 21

st C
entury

』（
A
5
判
・
一
六
八
頁
・

一
九
八
〇
円
）
本
書
は
、
英
国
ロ
ン
ド
ン
の
人

気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
30
か
所
を
取
り
上
げ
、
そ
の

歴
史
的
変
遷
、
見
ど
こ
ろ
、
最
新
情
報
を
エ
ッ

セ
イ
風
に
解
説
、
あ
る
い
は
学
術
的
、
哲
学
的

な
考
察
を
試
み
、
英
国
文
化
の
本
質
に
迫
る
こ

と
を
意
図
し
て
執
筆
し
た
英
文
書
籍
。

聖
徳
大
学
出
版
会

▼
聖
徳
大
学
特
別
支
援
教
育
研
究
室
編
『
一
人

ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
保
育
と
教
育
―
み

ん
な
で
進
め
る
特
別
支
援［
改
訂
３
版
］』（
A
5

判
・
二
六
七
頁
・
一
七
六
〇
円
）
初
学
者
の
た

め
の
特
別
支
援
教
育
本
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
ハ
ン

デ
ィ
サ
イ
ズ
に
、
全
障
害
に
つ
い
て
、
子
ど
も

の
理
解
と
指
導
・
支
援
に
必
要
な
基
礎
的
知
識

を
盛
り
込
ん
だ
一
冊
。

▼
聖
徳
大
学
児
童
学
部
児
童
学
科
編
『
新
し
い

児
童
学
へ
の
招
待
』（
B
5
判
・
一
〇
三
頁
・

一
三
五
九
円
）
幼
児
教
育
・
保
育
・
文
化
・
心

理
の
教
授
陣
四
〇
名
が
協
働
制
作
し
た
入
門
書
。

薄
手
の
冊
子
に
児
童
学
の
様
々
な
素
材
が
凝
縮

さ
れ
学
び
や
す
い
。

▼
塩
美
佐
枝
・
古
川
寿
子
・
重
安
智
子
・
井
口

厚
子
・
関
口
明
子
著
『
教
職
実
践
演
習
―
幼
稚

園
教
諭
・
保
育
士
・
保
育
教
諭
を
目
指
す
た
め

に
』（
B
5
判
・
一
四
〇
頁
・
一
七
六
〇
円
）

幼
児
教
育
に
携
わ
る
た
め
に
学
ん
で
き
た
総
ま

と
め
と
し
て
、
い
じ
め
、
食
育
、
特
別
支
援
教

育
や
、
幼
・
小
連
携
、
家
庭
や
地
域
と
の
連
携

の
大
切
さ
を
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
。
総
合
的

な
実
践
的
指
導
力
の
基
礎
を
修
得
で
き
る
一
冊
。
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慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

▼
藤
原
翔
太
著
『
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
18
日
―
革
命

家
た
ち
の
恐
怖
と
欲
望
』（
四
六
判
・
二
〇
〇

頁
・
二
六
四
〇
円
）
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
な
ぜ
権
力

の
座
に
担
ぎ
上
げ
ら
れ
た
の
か
。
革
命
後
の
民

主
主
義
か
ら
新
た
な
権
威
主
義
体
制
が
誕
生
し

て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

▼
ギ
ャ
レ
ッ
ト
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
著
『
移
民
は
世

界
を
ど
う
変
え
て
き
た
か
』（
四
六
判
・
二
八

八
頁
・
三
〇
〇
〇
円
）
移
民
が
も
た
ら
す
文
化

は
移
民
先
の
社
会
を
ど
う
変
え
た
の
か
、
中
国

系
移
民
は
経
済
成
長
に
つ
な
が
る
か
、
移
民
の

多
様
性
は
よ
い
こ
と
か
等
、
重
要
テ
ー
マ
を
世

界
史
的
な
規
模
の
計
量
分
析
で
考
察
す
る
。

▼
井
伊
雅
子
著
『
地
域
医
療
の
経
済
学
』（
四

六
判
・
四
○
○
頁
・
三
三
〇
〇
円
）
地
域
住
民

が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
医
療
情
報
・
サ
ー

ビ
ス
、
診
療
の
質
の
問
題
、
医
療
情
報
の
開
示
、

健
康
に
対
す
る
理
解
度
な
ど
、
地
域
医
療
の
観

点
か
ら
丁
寧
に
解
説
し
た
新
し
い
医
療
経
済
論
。

▼
田
中
瑛
著
『〈
声
な
き
声
〉
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
』（
四
六
判
・
二
八
八
頁
・
三
四
〇
〇
円
）

誰
も
が
情
報
を
発
信
し
、
情
報
が
氾
濫
す
る
こ

の
時
代
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
少
数
者
の
声

を
い
か
に
掬
い
上
げ
、
活
性
化
さ
せ
る
べ
き
な

の
か
。
S
N
S
時
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
。

専
修
大
学
出
版
局

▼
遠
山
浩
著
『
中
堅
・
中
小
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
と
産
業
集
積
地
の
将
来
―

SD
G
s

・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
ふ
ま
え

た
検
討
』（
A
5
判
・
二
五
〇
頁
・
三
七
四
〇

円
）「
都
市
型
産
業
集
積
広
域
化
下
で
の
中
小

製
造
業
経
営
の
在
り
方
」
と
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
、SD

G
s

に
中
小
製
造
業
が
ど
の
よ

う
に
関
わ
る
べ
き
か
」、
二
つ
の
研
究
テ
ー
マ

を
発
展
さ
せ
考
察
す
る
。

▼
専
修
大
学
今
村
法
律
研
究
室
編
『
神
兵
隊
事

件
　
別
巻
十
二
』（
A
5
判
・
四
二
八
頁
・
六

一
六
〇
円
）
昭
和
八
年
七
月
の
ク
ー
デ
タ
ー
未

遂
事
件
の
資
料
集
の
第
十
二
巻
。「
神
兵
隊
事

件
予
審
訊
問
調
書
写
」
よ
り
、
被
告
人
五
名
の

訊
問
調
書
を
収
録
。

▼
専
修
大
学
出
版
企
画
委
員
会
編
『
改
訂
版
　

新
・
知
の
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
―
新
入
生
の
た
め

の
学
び
方
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
』（
四
六
判
・
二

〇
四
頁
・
九
九
〇
円
）
ノ
ー
ト
の
取
り
方
、
資

料
の
探
し
方
、
文
章
読
解
、
レ
ポ
ー
ト
の
書
き

方
、
S
N
S
…
…
学
び
の
必
須
事
項
を
解
説
し

た
、
導
入
教
育
テ
キ
ス
ト
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。

二
〇
一
八
年
の
新
装
版
か
ら
、
令
和
に
相
応
し

い
内
容
と
し
て
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
読
み

や
す
く
コ
ン
パ
ク
ト
な
改
訂
版
と
し
て
刊
行
。

玉
川
大
学
出
版
部

▼
登
本
洋
子
・
伊
藤
史
織
・
後
藤
芳
文
著
『
改

訂
版
　
学
び
の
技
―
14
歳
か
ら
の
探
究
・
論

文
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
』（
A
5
判
・
一

六
八
頁
・
一
九
八
〇
円
）
中
学
・
高
校
生
の
探

究
学
習
や
大
学
生
の
初
年
次
教
育
に
最
適
の
テ

キ
ス
ト
。
研
究
テ
ー
マ
の
決
め
方
か
ら
情
報
収

集
の
方
法
、
証
拠
収
集
シ
ー
ト
や
探
究
マ
ッ
プ

な
ど
の
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
論
文
の
書
き
方
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
的
な
工
夫
ま
で

を
網
羅
し
て
い
る
。
今
回
の
大
幅
改
訂
に
あ
た

っ
て
、「
論
題
設
定
」
や
「
論
理
的
思
考
」
に

関
す
る
部
分
を
大
き
く
見
直
し
た
。

▼
竹
中
喜
一
編
著
『
学
習
成
果
の
評
価
』（
A
5

判
・
二
〇
四
頁
・
二
二
〇
〇
円
）
学
習
成
果
の

評
価
と
評
価
結
果
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
実
践

的
な
知
識
を
提
示
し
、
大
学
教
育
の
質
保
証
に

関
わ
る
教
職
員
を
支
援
す
る
。
特
に
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
お
け
る
学
習
成
果
に
着
目
し
、
設
計
か

ら
改
善
ま
で
の
流
れ
を
記
述
。
ま
た
、
多
様
な

実
践
方
法
を
提
示
し
、
読
者
が
現
場
で
ア
レ
ン

ジ
で
き
る
ヒ
ン
ト
も
盛
り
込
む
。
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29　　大学出版部ニュース

中
央
大
学
出
版
部

▼
ト
ー
マ
ス
・
Ｊ
・
ミ
チ
ェ
リ
箸
／
高
橋
直
哉

訳
『
刑
罰
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
』（
A
5
判
・
三

二
四
頁
・
四
一
八
〇
円
）
経
済
学
の
視
点
か
ら

刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
を
多
面
的
に
分
析
し
た
本
。

刑
罰
に
関
す
る
抑
止
と
応
報
の
対
比
を
軸
に
し

て
刑
事
司
法
政
策
上
の
重
要
ト
ピ
ッ
ク
に
考
察

を
加
え
る
。
学
際
的
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
刑
事
法

研
究
書
。

▼
丸
山
修
平
箸
『
続
・
ド
イ
ツ
有
限
責
任
事
業

会
社
（
U
G
）』（
A
5
判
・
二
九
六
頁
・
三
八

五
〇
円
）
ド
イ
ツ
で
二
〇
〇
八
年
に
制
度
化
さ

れ
た
「
有
限
責
任
事
業
会
社
（
Ｕ
Ｇ
）」
に
関
し
、

他
の
法
領
域
、
と
り
わ
け
公
益
法
人
法
や
弁
護

士
法
の
改
正
と
の
関
係
等
、
二
〇
一
五
年
以
降

に
著
わ
し
た
九
つ
の
論
稿
、
新
た
に
書
き
下
ろ

し
た
二
つ
の
論
稿
を
収
録
す
る
。

▼
小
林
謙
一
編
箸
『
考
古
資
料
と
歴
史
史
料
』

（
A
5
判
・
三
三
二
頁
・
七
〇
四
〇
円
）
物
質

文
化
研
究
に
お
け
る
考
古
学
・
文
献
史
学
の
学

際
研
究
に
よ
る
歴
史
復
元
の
途
を
探
る
と
と
も

に
、
両
者
の
研
究
法
の
違
い
を
取
り
上
げ
、
研

究
の
将
来
を
見
通
す
。

東
京
大
学
出
版
会

▼
末
木
文
美
士
・
中
島
隆
博
責
任
編
集
「
日
本

の
近
代
思
想
を
読
み
な
お
す
」（
全
15
巻
）

　ま
も
な
く
明
治
一
六
〇
年
／
戦
後
八
〇
年
を

迎
え
、
歴
史
上
の
大
き
な
転
機
に
立
つ
時
代
状

況
を
深
く
読
み
解
く
た
め
、
気
鋭
の
執
筆
陣
が

日
本
の
近
代
思
想
の
新
た
な
読
み
な
お
し
に
挑

戦
し
た
シ
リ
ー
ズ
。
近
代
思
想
の
名
文
を
精
選

し
て
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
紹
介
し
、
執
筆
者
に

よ
る
解
説
を
収
録
す
る
。（
以
下
既
刊
）

中
島
隆
博
著
『
１
　
哲
学
』（
四
六
二
〇
円
）

末
木
文
美
士
著
『
２
　
日
本
』（
四
九
五
〇
円
）

稲
賀
繁
美
著『
３
　
美
／
藝
術
』（
五
九
四
〇
円
）

水
溜
真
由
美
著
『
４
　
女
性
／
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』

（
五
五
〇
〇
円
）

▼
会
田
薫
子
編
『
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
と
実
践
―

エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
・
ケ
ア
の
臨
床
倫
理
』

（
B
5
判
、
一
九
二
頁
・
三
〇
八
〇
円
）
ひ
と

り
ひ
と
り
を
尊
重
し
、
人
生
の
最
終
段
階
に
至

る
ま
で
患
者
の
意
思
決
定
を
支
援
す
る
た
め
の

方
法
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
を
、
事
例
を
交
え
て
解
説
。

▼
杉
山
将
著
『
教
養
と
し
て
の
機
械
学
習
』（
四

六
判
・
一
六
八
頁
・
二
八
六
〇
円
）
Ａ
Ｉ
の
ベ

ー
ス
の
ひ
と
つ
で
あ
る
機
械
学
習
を
、
基
礎
か

ら
最
先
端
の
研
究
ま
で
初
心
者
に
も
分
か
り
や

す
く
説
き
明
か
し
た
入
門
書
。

東
京
電
機
大
学
出
版
局

▼
土
肥
健
純
・
佐
々
木
良
一
・
肥
田
泰
幸
監
修

『
臨
床
工
学
テ
キ
ス
ト 

医
療
機
器
運
用
管
理
の

た
め
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
』（
A
5
判
・
一

四
四
頁
・
二
九
七
〇
円
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
繫

が
る
医
療
機
器
を
操
作
・
管
理
す
る
た
め
に
必

要
な
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
基
礎
知
識
と

実
務
に
お
け
る
注
意
点
を
解
説
。
医
療
用
機
器

の
分
類
ご
と
に
必
要
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を

整
理
し
、
図
を
多
く
用
い
て
解
説
。
医
療
場
面

ご
と
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
事
項
を
ま
と
め
た

カ
ラ
ー
図
解
の
デ
ー
タ
を
提
供
。
臨
床
工
学
技

士
お
よ
び
そ
れ
を
目
指
す
学
生
に
向
け
た
教
科

書
。

▼
田
中
博
・
川
喜
田
佑
介
著
『
よ
く
わ
か
る
　

ワ
イ
ヤ
レ
ス
通
信
　
第
2
版
』（
A
5
判
・
二

二
四
頁
・
二
九
七
〇
円
）
ワ
イ
ヤ
レ
ス
通
信
技

術
に
関
す
る
教
科
書
の
改
訂
版
。
今
で
は
一
般

的
に
利
用
さ
れ
る
無
線LA

N

シ
ス
テ
ム
のW

i-
Fi

、
モ
ノ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
融
合
し
た
技

術
で
あ
るIoT

、
次
世
代
通
信
シ
ス
テ
ム
の

5
G
な
ど
の
最
新
技
術
を
解
説
し
、
今
後
の
技

術
動
向
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。
多
く
の
演
習
問

題
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
詳
し
い
解
答
、
書

籍
内
で
用
い
た
図
版
画
像
をW

EB

か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
。
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30

法
政
大
学
出
版
局

▼
岡
本
和
子
編
『
暴
力
の
表
象
空
間
―
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
近
現
代
の
危
機
を
読
み
解
く
』（
四
六
判
・

三
九
六
頁
・
四
〇
〇
〇
円
）
世
界
は
暴
力
に
満

ち
て
い
る
。
政
治
、
文
学
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多

様
な
事
例
か
ら
暴
力
の
根
源
を
問
う
。

▼
Ｊ
‐
Ｆ
・
リ
オ
タ
ー
ル
著
／
松
葉
類
訳
『
レ

ヴ
ィ
ナ
ス
の
論
理
』（
四
六
判
・
二
七
四
頁
・

三
三
〇
〇
円
）レ
ヴ
ィ
ナ
ス
よ
り
継
承
し
た〈
他

者
〉
と
い
う
問
題
を
生
涯
に
わ
た
り
考
究
し
つ

づ
け
た
リ
オ
タ
ー
ル
に
よ
る
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
論
集
。

▼
中
村
高
朗
・
虎
岩
直
子
編
著
『
記
憶
と
芸
術

―
ラ
ビ
リ
ン
ト
ス
の
谺
』（
四
六
判
・
四
一
六

頁
・
三
二
〇
〇
円
）
記
憶
の
断
片
か
ら
芸
術
の

は
じ
ま
り
を
紡
ぎ
出
す
。
文
学
・
美
術
領
域
の

第
一
線
の
論
者
た
ち
が
織
り
な
す
知
の
饗
宴
。

▼
古
井
義
昭
著
『
誘
惑
す
る
他
者
―
メ
ル
ヴ
ィ

ル
文
学
の
倫
理
』（
A
5
判
・
三
〇
〇
頁
・
三

二
〇
〇
円
）
孤
独
や
共
同
体
や
帝
国
主
義
的
暴

力
の
問
題
な
ど
、
書
く
こ
と
／
読
む
こ
と
の
根

源
に
関
わ
る
テ
ー
マ
を
徹
底
的
に
掘
り
下
げ
る
。

▼
李
舜
志
著
『
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ス
テ
ィ
グ
レ
ー

ル
の
哲
学
―
人
新
世
の
技
術
論
』（
四
六
判
・

二
三
八
頁
・
二
二
〇
〇
円
）『
技
術
と
時
間
』『
象

徴
の
貧
困
』
等
で
著
名
な
哲
学
者
へ
の
初
の
入

門
書
。
資
本
主
義
と
環
境
危
機
を
問
い
直
す
。

武
蔵
野
大
学
出
版
会

▼
下
條
慎
一
著
『
政
治
学
原
論
講
義
』（
A
5

判
・
二
三
二
頁
・
二
九
七
〇
円
）
自
由
主
義
や

民
主
主
義
、
平
和
に
関
す
る
思
想
や
、
自
然
権

を
否
定
す
る
保
守
主
義
、
独
裁
や
戦
争
の
理
論

等
を
扱
う
こ
と
で
、
憲
法
の
基
本
原
理
の
定
着

を
促
進
し
、
そ
れ
を
世
界
に
ひ
ろ
げ
る
こ
と
を

念
願
し
て
い
る
。

▼
武
蔵
野
大
学
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
科
編
著

『
キ
ー
ワ
ー
ド
で
知
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
』

（
A
5
判
・
二
〇
八
頁
・
二
二
〇
〇
円
）「
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
」
に
お
い
て
重
要
な
キ
ー
ワ

ー
ド
を
抽
出
・
整
理
し
、
そ
の
定
義
や
重
要
性
、

応
用
・
実
践
例
等
を
解
説
し
て
い
る
。

武
蔵
野
美
術
大
学
出
版
局

▼
冨
井
大
裕
・
藤
井
匡
・
山
本
一
弥
編
『
彫
刻

の
教
科
書
2
―
わ
か
ら
な
い
彫
刻
　
み
る
編
』

（
A
5
判
・
二
四
八
頁
・
二
六
四
〇
円
）
他
分

野
と
交
わ
り
、
容
易
に
は
捉
え
き
れ
な
い
ほ
ど

の
広
が
り
を
み
せ
、
時
に
「
わ
か
ら
な
い
」
も

の
と
さ
れ
る
現
代
の
「
彫
刻
」
に
つ
い
て
、様
々

な
立
場
で
彫
刻
に
携
わ
る
24
人
の
著
者
が
、「
彫

刻
を
み
る
」
＝
「
彫
刻
を
展
示
す
る
」「
彫
刻

を
記
録
す
る
」「
彫
刻
を
考
え
る
」
と
い
う
面

か
ら
各
々
の
視
点
で
考
察
し
、
体
験
に
基
づ
い

た
リ
ア
ル
な
言
葉
で
綴
る
。彫
刻
が
い
か
に「
わ

か
ら
な
い
」
も
の
＝
多
様
で
あ
る
か
を
理
解
し
、

「
彫
刻
と
は
何
か
」
を
考
え
る
出
発
点
と
な
る

一
冊
。
ム
サ
ビ
発
、
彫
刻
の
教
科
書
第
二
弾
。

▼
白
尾
隆
太
郎
・
杉
山
衛
編
著
『
新
訂
　
イ
メ

ー
ジ
編
集
』（
B
5
判
・
八
〇
頁
・
三
〇
八
〇

円
）
比
較
、
反
復
、
反
転
、
転
置
、
拡
大
縮
小
、

表
象
、
省
略
と
純
化
、
変
換
。
八
つ
の
テ
ー
マ

の
も
と
古
今
東
西
約
一
〇
〇
の
「
イ
メ
ー
ジ
」

を
大
胆
か
つ
創
造
的
に
分
類
、
解
説
し
、
そ
の

意
味
や
目
的
に
迫
る
。「
イ
メ
ー
ジ
」の
本
質
は
、

芸
術
の
一
層
深
い
理
解
へ
の
足
が
か
り
と
な
る
。

様
々
な
イ
メ
ー
ジ
で
溢
れ
か
え
る
現
代
に
、
美

術
や
デ
ザ
イ
ン
に
か
か
わ
り
、
考
え
る
、
す
べ

て
の
人
の
た
め
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
。

26-33  138号_ニュース_CC2019.indd   30 2024/04/12   17:07



31　　大学出版部ニュース

早
稲
田
大
学
出
版
部

▼
正
井
章
筰
著
『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
働
者
の

共
同
決
定
―
歴
史
と
制
度
』（
A
5
判
・
八
〇

〇
頁
・
九
九
〇
〇
円
）
ド
イ
ツ
に
は
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
一
類
型
と
し
て
、
会
社
経

営
の
意
思
決
定
に
労
働
者
の
半
数
を
代
表
す
る

者
が
参
画
す
る
「
労
働
者
共
同
決
定
制
度
」
が

存
在
す
る
。
こ
の
分
野
の
第
一
人
者
が
同
制
度

の
歴
史
的
経
緯
、
現
状
と
問
題
点
を
ま
と
め
る
。

▼
青
木
弘
著
『
横
穴
式
石
室
の
築
造
技
術
と
造

墓
集
団
』（
A
5
判
・
三
二
〇
頁
・
四
四
〇
〇

円
）
お
よ
そ
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
、

各
地
で
膨
大
な
数
が
築
か
れ
た
横
穴
式
石
室
。

群
馬
県
と
埼
玉
県
の
横
穴
式
石
室
を
対
象
に
し

た
分
析
を
通
じ
、
古
墳
の
階
層
性
を
成
立
さ
せ

た
築
造
技
術
体
系
と
造
墓
集
団
に
迫
る
。

▼
早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院
統
合
事
務
・
技
術

セ
ン
タ
ー
編
『
勇
気
と
覚
悟
―
視
覚
障
害
学
生

の
実
験
教
育
に
お
け
る
技
術
支
援
』（
A
5
判
・

三
五
二
頁
・
四
四
〇
〇
円
）
二
〇
一
九
年
、
早

大
先
進
理
工
学
部
に
一
人
の
全
盲
の
学
生
が
入

学
し
た
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
全
盲
の
学
生
に

大
学
の
実
験
科
目
を
履
修
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

こ
の
課
題
に
対
応
し
た
、
早
大
理
工
学
術
院
統

合
事
務
・
技
術
セ
ン
タ
ー
技
術
部
職
員
た
ち
の

視
点
か
ら
つ
づ
っ
た
、
現
場
か
ら
の
報
告
。

関
東
学
院
大
学
出
版
会

▼
バ
プ
テ
ス
ト
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
『
バ
プ

テ
ス
ト
の
歴
史
と
思
想
研
究
⑦
』（
A
5
判
・

一
八
二
頁
・
二
〇
九
〇
円
）〈
関
東
学
院
大
学

（
キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
研
究
所
）
が
発
表
す
る

バ
プ
テ
ス
ト
研
究
論
文
集
の
最
新
号
。
第
一
部

の
本
学
専
任
教
員
に
よ
る
バ
プ
テ
ス
ト
研
究
論

文
に
お
い
て
は
、
第
一
章
で
日
本
に
お
け
る
バ

プ
テ
ス
ト
の
歴
史
的
課
題
（
神
学
校
設
立
問
題
、

東
西
バ
プ
テ
ス
ト
合
同
問
題
）
が
新
た
な
視
点

と
資
料
か
ら
再
考
察
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章
で

は
、
熊
野
清
樹
が
福
岡
の
西
南
学
院
か
ら
東
京

の
小
石
川
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
に
牧
師
と
し
て
転

じ
た
時
期
か
ら
日
本
に
お
け
る
東
西
バ
プ
テ
ス

ト
の
合
同
に
関
わ
り
を
持
っ
た
時
期
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
第
二
部
に
お
い
て
は
、

「
バ
プ
テ
ス
ト
の
日
本
宣
教
一
五
〇
周
年
」
企

画
と
し
て
、
現
在
の
日
本
に
お
け
る
バ
プ
テ
ス

ト
研
究
の
歩
み
と
担
い
手
を
紹
介
す
る
。〈
目

次
〉
第
一
部

　研
究
論
文

　第
一
章

　横
浜
バ

プ
テ
ス
ト
神
学
校
設
立
に
関
す
る
一
考
察
／
第

二
章

　熊
野
清
樹
を
通
し
て
見
る
日
本
の
バ
プ

テ
ス
ト
（
４
）
第
二
部

　日
本
に
お
け
る
バ
プ

テ
ス
ト
研
究
の
歩
み
と
担
い
手
（
寄
稿
）

名
古
屋
大
学
出
版
会

▼
羽
賀
祥
二
著
『
軍
国
の
文
化
―
日
清
戦
争
・

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
・
地
域
社
会
』全
二
巻（
A
5

判
・
上
：
四
七
八
頁
・
六
九
三
〇
円
／
下
：
六

四
〇
頁
・
八
〇
三
〇
円
）「
国
民
的
戦
争
」
を

支
え
た
制
度
と
心
性
を
あ
ま
ね
く
探
究
し
、「
大

量
死
の
時
代
」
が
生
ん
だ
戦
争
協
同
体
の
構
造

を
解
明
し
た
労
作
。

▼
桑
原
夏
子
著
『
聖
母
の
晩
年
―
中
世
・
ル
ネ

サ
ン
ス
期
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
図
像
の
系
譜
』

（
A
5
判
・
九
〇
四
頁
・
一
六
五
〇
〇
円
）
地

中
海
圏
の
聖
堂
壁
画
か
ら
チ
マ
ブ
ー
エ
や
ド
ゥ

ッ
チ
ョ
、
ジ
ョ
ッ
ト
ら
の
作
品
ま
で
、
聖
母
マ

リ
ア
の
最
期
を
め
ぐ
る
美
術
史
。

▼
佐
藤
憲
昭
・
石
政
勉
著
『
準
結
晶
の
科
学
―

構
造
と
物
性
』（
A
5
判
・
三
五
八
頁
・
五
九

四
〇
円
）
準
周
期
性
を
持
つ
不
思
議
な
物
質
は
、

ど
ん
な
振
舞
い
を
す
る
の
か
。
合
金
や
セ
ラ
ミ

ッ
ク
ス
・
高
分
子
な
ど
多
様
な
系
で
生
じ
る
準

結
晶
を
基
礎
か
ら
解
説
。

▼
ア
レ
ッ
ク
ス
・
シ
ザ
ー
ル
著
／
柴
田
和
宏
訳

　

／
伊
藤
憲
二
解
説『
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
成
立
』

（
A
5
判
・
三
七
六
頁
・
六
三
八
〇
円
）
商
業

化
や
オ
ー
プ
ン
化
か
ら
、
査
読
、
研
究
不
正
ま

で

―
。
学
術
雑
誌
の
歴
史
か
ら
、
科
学
の
あ

り
方
を
問
い
直
す
。
待
望
の
邦
訳
。
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名
古
屋
外
国
語
大
学
出
版
会

▼
根
無
一
信
著
『
は
じ
め
て
の
比
較
宗
教
学
』

（
A
5
判
・
二
四
四
頁
・
二
二
〇
〇
円
）
宗
教

は
哲
学
の
一
種
の
表
現
で
あ
り
、
重
要
な
の
は
、

宗
教
に
つ
い
て
自
力
で
考
察
す
る
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
。
楽
し
く
学
べ
る
宗
教
学
入
門
。（
二

〇
二
三
年
九
月
刊
行
） 

▼
梅
垣
昌
子
著
『
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
　
語
り
の
力

―
そ
の
創
造
性
の
起
源
へ
』（
A
5
判
・
四
七

〇
頁
・
四
九
五
〇
円
）「
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
が
一

作
家
と
し
て
何
よ
り
重
き
を
置
い
て
い
た
の
は
、

人
間
の
魂
の
深
奥
か
ら
発
せ
ら
れ
る
生な

ま

の
叫
び

声
だ
っ
た
…
…
」
著
者
が
、
半
生
を
か
け
て
ま

と
め
た
精
密
な
論
考
。（
二
〇
二
三
年
一
〇
月

刊
行
）

▼
今
泉
景
子
著
『
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
磨
く
20

の
レ
ッ
ス
ン
』（
A
5
判
・
一
三
六
頁
・
一
七

六
〇
円
）
元
空
港
グ
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
で
今
は
大

学
で
教
え
る
著
者
が
、
実
際
に
仕
事
で
学
ん
だ

こ
と
、
体
験
談
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
レ
ッ
ス
ン
形
式
で
ま
と
め

た
実
践
の
書
。（
二
四
年
三
月
刊
行
）

京
都
大
学
学
術
出
版
会

▼
松
本
悠
子
著
『
戦
場
に
忘
れ
ら
れ
た
人
々
―

人
種
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
大
戦
史
』（
A
5
判
・

三
三
二
頁
・
四
一
八
〇
円
）
戦
場
の
歴
史
か
ら

抜
け
落
ち
て
い
っ
た
女
性
た
ち
、
黒
人
兵
た
ち
、

「
原
住
民
」
労
働
者
た
ち
、
戦
場
に
遺
体
が
さ

ら
さ
れ
た
ま
ま
の
無
名
の
人
々
。
人
種
・
ジ
ェ

ン
ダ
ー
認
識
の
起
源
と
し
て
の
第
一
次
世
界
大

戦
を
描
き
、
砲
撃
が
か
き
消
し
た
人
々
の
声
に

耳
を
澄
ま
す
、
戦
場
の
社
会
史
。

▼
太
田
出
著
『
統
治
さ
れ
な
い
技
法
―
太
湖
に

浮
か
ぶ
〈
梁
山
泊
〉』（
A
5
判
・
五
三
二
頁
・

六
〇
五
〇
円
）
中
国
の
太
湖
流
域
に
住
み
、
か

つ
て
「
網
船
鬼
」
と
呼
ば
れ
た
「
統
治
し
が
た

い
」
漁
民
た
ち
は
、
高
地
民
と
は
異
な
る
も
う

一
つ
の
「
ゾ
ミ
ア
」
で
あ
っ
た
。
本
書
は
、
中

央
政
府
の
支
配
か
ら
逃
れ
、
歴
史
文
献
か
ら
漏

れ
た
漁
民
の
生
活
を
現
地
調
査
に
よ
っ
て
探
り
、

新
た
な
地
域
社
会
論
の
構
築
を
目
指
す
。

▼
岡
崎
宏
樹
著『
作
田
啓
一
　
生
成
の
社
会
学
』

（
A
5
判
・
三
九
四
頁
・
四
一
八
〇
円
）
戦
後

日
本
の
社
会
学
を
牽
引
し
た
作
田
は
、
一
貫
し

て
こ
の
世
の
非
合
理
性
・
リ
ア
ル
を
語
り
得
る

「
も
う
一
つ
の
社
会
学
」
を
求
め
て
き
た
。
バ

ー
チ
ャ
ル
と
の
区
別
が
失
わ
れ
た
世
界
に
、
生

の
実
感
を
得
る
た
め
の
希
望
の
思
考
と
は
？

大
阪
大
学
出
版
会

▼
木
場
安
莉
沙
著
『
日
米
社
会
と
「
多
層
的
」

少
数
者
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
分
析
―
性
的
・
民
族

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の「
は
ざ
ま
」で
』（
A
5

判
・
二
〇
八
頁
・
四
五
一
〇
円
）
日
米
社
会
に

生
き
る
性
的
／
民
族
的
少
数
者
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ

に
表
れ
る
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
の
交
錯
と
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
構
築
を
考
察
。

▼
三
好
庸
隆
著
『
オ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を

活
か
す
！
―
理
想
都
市
の
系
譜
か
ら
多
様
な
暮

ら
し
方
の
実
現
へ
』（
A
5
判
・
三
五
二
頁
・

三
九
六
〇
円
）
田
園
都
市
か
ら
の
系
譜
と
と
も

に
日
本
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
類
型
化
、
現
場
で

の
実
体
験
を
交
え
つ
つ
オ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
。

▼
平
光
文
乃
著『
プ
ル
ー
ス
ト
　
創
造
の
部
屋
』

（
A
5
判
・
三
二
八
頁
・
六
六
〇
〇
円
）
プ
ル

ー
ス
ト
に
と
っ
て
寝
室
は
、
世
界
を
観
察
し
、

夢
想
に
浸
る
こ
と
の
で
き
る
作
品
創
造
の
源
泉

で
あ
っ
た
。
文
学
者
に
と
っ
て
の
「
部
屋
」
の

重
要
性
を
、
同
時
代
の
作
家
や
芸
術
潮
流
と
関

連
づ
け
て
論
じ
、
作
品
に
お
け
る
「
部
屋
」
の

機
能
を
精
緻
に
分
析
す
る
。
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関
西
大
学
出
版
部

▼
佐
立
治
人
訳
注『
呉
訥
撰
・
若
山
拯
訓
読『
祥

刑
要
覧
』
の
訳
注
―
旧
中
国
の
裁
判
の
教
訓
と

逸
話
』（
A
5
判
上
製
・
三
一
六
頁
・
三
五
二

〇
円
）『
祥
刑
要
覧
』
は
明
の
役
人
・
呉
訥
が

正
し
い
裁
判
を
行
う
た
め
の
指
針
と
す
る
目
的

で
、
経
書
や
歴
史
書
の
中
か
ら
裁
判
の
教
訓
と

な
る
文
章
を
選
び
出
し
て
編
集
し
た
も
の
で
あ

る
。
江
戸
時
代
の
日
本
で
も
幾
度
か
刊
行
さ
れ

て
い
た
。
本
書
は
そ
の
訳
注
書
で
あ
り
、
法
律

や
裁
判
に
対
す
る
古
い
時
代
の
中
国
人
の
考
え

を
会
得
で
き
る
。

▼
石
崎
博
志
著
『
現
代
中
国
語
の
文
語
』（
A
5

判
上
製
・
二
七
八
頁
・
四
八
四
〇
円
）
学
術
的

な
洞
察
と
実
践
的
な
応
用
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り

な
が
ら
、
法
律
や
食
品
包
装
な
ど
実
用
的
な
文

語
の
理
解
を
助
け
、
比
喩
や
プ
ロ
ソ
デ
ィ
、
告

知
文
の
リ
ズ
ム
な
ど
言
語
の
認
知
的
側
面
を
解

説
。
ま
た
、
中
国
語
の
標
点
符
号
の
適
切
な
使

用
、
若
年
層
の
文
語
利
用
の
割
合
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
中
国
語
の
文
語
の
世
界
を
解
く
。

関
西
学
院
大
学
出
版
会

▼
関
西
学
院
大
学
震
災
の
記
録
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

金
菱
清
（
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）
編
『
五
感
で
と
ら
え

な
お
す
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
記
憶
』（
四

六
判
・
一
四
六
頁
・
二
〇
九
〇
円
）「
匂
う
」「
味

わ
う
」「
触
れ
る
」「
見
え
な
い
」「
聴
く
」
と

い
っ
た
視
覚
以
外
の
感
覚
を
通
じ
て
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
読
み
解
く
。
震
災
当
事
者
に
丁
寧

に
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
関
西
学
院
大
学
社
会

学
部
金
菱
ゼ
ミ
の
取
り
組
み
。

▼
ハ
ワ
ー
ド
・
デ
イ
ビ
ス
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ダ

ウ
ン
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
マ
ー
テ
ィ
ン
著
／
石
原

俊
彦
監
訳『
ブ
レ
ア
政
権
の
公
検
査
レ
ジ
ー
ム
』

（
A
5
判
・
一
七
八
頁
・
六
三
八
〇
円
）
ブ
レ

ア
政
権
下
で
英
国
政
府
が
実
施
し
た
地
方
自
治

体
外
部
検
査
体
制
。
変
遷
を
詳
細
に
記
述
し
た

調
査
研
究
報
告
書
二
冊
を
日
本
語
翻
訳
し
て
一

冊
に
取
り
ま
と
め
た
。

▼
李
建
志
著

　Ｋ
・
Ｇ
・
り
ぶ
れ
っ
と
№
58

『「
令
和
マ
ン
シ
ョ
ン
ブ
ー
ム
」
か
ら
考
え
る
日

本
の
住
宅
論
―
日
本
社
会
に
と
っ
て
の
「
家
」』

（
A
5
判
・
一
六
〇
頁
・
一
七
六
〇
円
）
不
動

産
を
購
入
す
る
な
ら
価
格
が
暴
落
し
な
い
物
件

を
選
び
た
い
。
研
究
者
的
な
目
線
と
投
資
家
と

し
て
の
目
線
を
あ
わ
せ
て
展
開
す
る
、
実
践
的

住
宅
論
。

九
州
大
学
出
版
会

▼
翁
文
静
著
『
中
国
産
後
ケ
ア
文
化
の
変
容
―

産
業
化
す
る
伝
統
文
化
と
そ
の
担
い
手
た
ち
』

（
A
5
判
・
一
八
八
頁
・
四
七
三
〇
円
）
中
国

都
市
部
に
お
け
る
伝
統
的
な
産
後
の
養
生
習
慣

「
月
子
」
と
、
そ
れ
を
担
う
家
事
労
働
者
で
あ

る
「
月
嫂
」
の
実
践
を
描
く
。

▼
畠
中
茂
朗
著
『
明
治
日
本
の
ロ
ー
カ
ル
・
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
―
旧
長
州
藩
士
が
担
っ
た
地

方
の
産
業
化
と
近
代
企
業
の
創
成
』（
A
5
判
・

三
三
八
頁
・
六
六
〇
〇
円
）
長
州
・
山
口
で
地

域
振
興
に
生
涯
を
捧
げ
た
地
方
企
業
家
の
実
像

に
迫
り
、
明
治
期
の
産
業
化
を
検
証
す
る
。

▼
中
世
古
貴
彦
著
『
ア
メ
リ
カ
高
等
教
育
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
改
革
―
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
自

律
と
統
制
を
め
ぐ
る
葛
藤
』（
A
5
判
・
二
五

二
頁
・
三
九
六
〇
円
）
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

と
州
政
府
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
大
学
の

自
治
と
政
府
の
統
制
を
め
ぐ
る
問
題
を
探
る
。

▼
深
田
智
著
『
溶
融
塩
の
性
質
と
利
用
―
新
型

溶
融
塩
原
子
炉
の
実
用
を
め
ざ
し
て
』（
B
5

判
・
三
三
四
頁
・
九
九
〇
〇
円
）
溶
融
塩
の
基

礎
物
性
と
多
岐
に
わ
た
る
利
用
に
関
す
る
国
内

外
の
最
新
の
研
究
成
果
の
と
り
ま
と
め
。
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大学出版部協会・ブックレット  
大学出版部協会 発行／東京大学出版会 発売【2015年7月刊】 

2014年5月に千代田区立日比谷図書文化館で開催された市民シンポジウム「文明の基層」（総合地球環境学研究
所・京都大学学術出版会・大学出版部協会 主催／活字文化推進会議 後援）の内容をブックレット化しました。

長田俊樹 おさだとしき（総合地球環境学研究所名誉教授、神戸市外国語大学客員教授） 

杉山三郎 すぎやまさぶろう（愛知県立大学大学院特任教授、アリゾナ州立大学人類学学部教授） 
陣内秀信 じんないひでのぶ（法政大学デザイン工学部教授） 

 

文明の基層  

古代文明から持続的な都市社会を考える
A5 判・80 頁／定価（本体 1,200 円＋税）ISBN978-4-13-003152-3 

  

古代都市のイメージは大きく変わりつつある。インダス文明の諸都市のゆるやかなネットワーク、　
中米の古代最大都市テオティワカンでの新しい発見。人はなぜ都市を作ってきたのか、その歴史
的基層を中世ヨーロッパのヴェネツィアと比較しながら、改めて都市の魅力と未来への可能性を
探る。大学出版部協会ブックレット第3弾。

〈主要目次〉  
第一章　インダス文明：ネットワーク都市──中央集権的文明観を覆す（長田俊樹）

「大河文明」は本当か？─広大なインダス文明／インダス文字とインダス印章／草原の遺跡、海岸
沿いの遺跡─大河から離れて／砂漠の遺跡の謎／「城塞」と「パスポート」─都市ネットワーク論
に向けて／墓から見えるもの─格差の不在／砂丘が先か、文明が先か／インダス文明は大河文明
ではなかった─農業と水害の視点／古代文明観を見直す─「穀物倉」と「アーリア人侵入説」／文
明の衰退について考える／ゆるやかなネットワークの存在／都市社会をどう見るか─中央集権的
文明観からの解放

第二章　新世界最大の古代都市テオティワカン：英知の集積としての都市（杉山三郎）
閉ざされた空間の多様性／文明の萌芽／認知能力＝知恵こそが、文明の基盤をなす／中規模都市が
でき始める／完全計画都市、テオティワカン／多くの人を迎える巡礼地として／暦と数の体系／

「太陽のピラミッド」と「月のピラミッド」の二元性／墓は語る／古代人の交流―物を集めるネッ
トワーク／文明の確立から崩壊へ─伝わり、つながる文明の諸要素

第三章　水都ヴェネツィア：交易都市から文化都市へ（陣内秀信）
水と共生する町、ヴェネツィア／逆・中央集権的構造都市─複雑に交差する水と陸のネットワーク
／都市を解読する／交易都市から文化都市へ／オリエント志向と柔軟性／分散的都市から統合的
都市へ／なぜ都市に人が集まるか／城壁の無い町／都市モデル再考／川が結ぶネットワーク／水
車の活用／考古学調査がヴェネツィアのイメージを変える／ヴェネツィアの食と産物のネットワ
ーク／ラグーナは自然・環境・歴史の宝庫─文化都市から環境都市へ　
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	 TEL		0952-71-8550　　https://www.daidou-jp.com
ダ イ ニ ッ ク ㈱ 	 	〒105-0004　東京都港区新橋6-17-19　新御成門ビル
	 TEL		03-5402-1811　　https://www.dynic.co.jp
㈱ 太 平 印 刷 社 	 	〒140-0002　東京都品川区東品川1-6-16
	 TEL		03-3474-2821　　http://www.p-taihei.co.jp
㈱　太　洋　社	 	〒501-0431　岐阜県本巣郡北方町北方148-1
	 TEL		058-324-2111　　https://www.p-taiyosha.co.jp
㈱　　竹　　尾	 	〒101-0054　東京都千代田区神田錦町3-12-6
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藤 原 印 刷 ㈱ 		〒101-0052　東京都千代田区神田小川町2-4-5
	 TEL		03-3291-0191　　https://www.fujiwara-i.com
㈱　平　文　社	 	〒170-0005　東京都豊島区南大塚2-35-7
	 TEL		03-3944-0301　　http://www.heibun.co.jp
㈱ 毎 日 新 聞 社 	 	〒100-8051　東京都千代田区一ツ橋1-1-1
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	 TEL		03-4212-2735　　http://www.makoto-seihon.com
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一般社団法人大学出版部協会は、私たちの活動をご理解・ご支援くださる皆様による「賛助会員」制度を
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一般社団法人 大学出版部協会 賛助会員名簿
㈱ 朝 日 新 聞 社 	 	〒104-8011　東京都中央区築地5-3-2
	 	TEL		03-5540-7749　　https://www.asahi.com
亜 細 亜 印 刷 ㈱ 	 	〒380-0804　長野県長野市大字三輪荒屋1154
	 TEL		026-243-4858　　http://www.asia-p.co.jp
㈱ ア ベ ル 社 		〒102-0071　東京都千代田区富士見2-2-2　東京三和ビル301
	 TEL		03-6256-8133　　https://www.abel-sha.com
尼 崎 印 刷 ㈱ 		〒661-0975　兵庫県尼崎市下坂部3-9-20
	 TEL		06-6494-1122　　http://www.amain.co.jp
英文校正エナゴ	 	〒101-0021　東京都千代田区外神田2-14-10　第2電波ビル4F　クリムゾンインタラクティブジャパン
	 	https://www.enago.jp/
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	 TEL		03-5652-8627　　http://www.adv-logi-eng.co.jp
王 子 製 紙 ㈱ 		〒104-0061　東京都中央区銀座4-7-5
	 TEL		03-3563-7072　　https://www.ojipaper.co.jp
㈱加藤文明社印刷所	 	〒101-0061　東京都千代田区神田三崎町2-15-6　K-STAGE
	 TEL		03-3261-8281　　http://www.bunmeisha.co.jp
城 島 印 刷 ㈱ 		〒810-0012　福岡県福岡市中央区白金2-9-6
	 TEL		092-531-7102　　https://www.kijima-p.co.jp
㈱ 粂 川 印 刷 		〒112-0012　東京都文京区大塚6-9-7
	 TEL		03-3943-9811　　http://www.kumekawa.jp
港北メディアサービス㈱	 	〒150-0002　東京都渋谷区渋谷2-7-7
	 TEL		03-5466-2201　　http://www.kohoku.co.jp
㈱コングレ・グローバルコミュニケーションズ	 	〒103-0027　東京都中央区日本橋3-10-5　オンワードパークビルディング5階
	 TEL		03-3510-3750　　https://www.congre-gc.co.jp
三 美 印 刷 ㈱ 		〒116-0013　東京都荒川区西日暮里6-28-1
	 TEL		03-6807-8377　　https://www.sanbi.co.jp
三 立 工 芸 ㈱ 		〒101-0061　東京都千代田区三崎町3-2-10　寺西ビル3F
	 TEL		03-3261-5171　　https://www.sanritsu-net.co.jp
三 和 印 刷 ㈱ 		〒381-2226　長野県長野市川中島町今井1822-1
	 TEL		026-285-2300　　http://www.sanwaprinting.jp
信 濃 印 刷 ㈱ 		〒102-0072　東京都千代田区飯田橋4-1-11
	 TEL		03-3237-3601　　http://www.shinano-insatsu.co.jp
㈱ 渋 谷 文 泉 閣 	 	〒380-0804　長野県長野市三輪荒屋1196-7
	 TEL		026-244-7185　　http://www.bunsenkaku.co.jp
㈱　眞　興　社	 	〒150-0033　東京都渋谷区猿楽町19-2
	 TEL		03-3462-1181　　https://www.shinkousha.co.jp
新 日 本 印 刷 ㈱ 	 	〒162-0801　東京都新宿区山吹町342
	 TEL		03-3269-3611　　https://www.sinnihon.net
㈱　精　興　社	 	〒101-0054　東京都千代田区神田錦町3-9
	 TEL		03-3293-3021　　https://www.seikosha-p.co.jp
創栄図書印刷㈱	 	〒604-0812　京都府京都市中京区高倉通二条上ル天守町766
	 TEL		075-255-2288　　https://www.soei-pb.co.jp
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Ｋ

　当
出
版
会
は
諸
般
の
事
情
で
一
時
的
に
活
動
を
休
止
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
二
〇
二
一
年

の
コ
ロ
ナ
禍
二
年
目
、
社
会
や
大
学
が
そ
の
混
乱
の
対
応
に
一
定
の
道
筋
を
つ
け
て
動
き

始
め
た
頃
と
同
時
に
活
動
を
再
開
し
た
。
着
任
し
た
者
は
私
も
含
め
て
い
ず
れ
も
出
版
業

務
は
未
経
験
で
あ
り
、
前
任
者
も
既
に
退
職
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
原
稿
募
集
を
始
め
編

集
や
学
内
外
と
の
対
応
、
営
業
に
至
る
ま
で
の
殆
ど
全
て
を
、
厳
重
に
マ
ス
ク
と
換
気
を

し
つ
つ
感
染
に
怯
え
な
が
ら
、
手
探
り
で
行
っ
て
い
っ
た
。
当
然
、
素
人
の
大
学
職
員
が
、

い
き
な
り
専
門
職
と
し
て
の
編
集
を
こ
な
せ
る
わ
け
も
な
く
、
外
部
の
フ
リ
ー
編
集
者
や

カ
バ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
ご
指
導
と
ご
助
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
新
刊
の
制
作
を
進
め
た
。
そ
の

よ
う
な
厳
し
い
状
況
で
最
初
に
完
成
し
た
一
冊
が
本
書
で
あ
る
。

　私
は
大
学
図
書
館
で
司
書
を
務
め
て
い
た
経
験
か
ら
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
あ
る
程
度
は

本
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
い
た
。
し
か
し
、
出
版
に
不
可
欠
な
制
作
や
流
通
と

い
う
過
程
を
今
ま
で
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
仕
事
に
就
い
て
初
め
て
思
い

知
ら
さ
れ
た
。
具
体
例
を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
無
く
、
今
ま
で
の
経
験
が
役
に
立
つ
こ
と
も

多
か
っ
た
が
、
本
好
き
を
自
称
し
て
き
た
自
分
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
か
な
り
の
衝
撃
で
あ

っ
た
。
本
書
の
制
作
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
安
藤
潔
先
生
が
入
念
に
時
間
を
か
け
て
準
備

さ
れ
た
原
稿
と
、
先
生
み
ず
か
ら
英
国
各
地
を
巡
り
撮
影
さ
れ
た
豊
富
で
精
彩
な
写
真
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
順
調
に
進
み
、
予
定
ど
お
り
に
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
移
動
制
限
に
よ
り
閉
塞
感
と
不
安
が
募
る
中
、
読
者
も
ワ
ー
ズ
ワ
ス
と
共
に
英
国
を
旅

す
る
か
の
よ
う
に
書
か
れ
た
文
章
と
美
し
い
風
景
写
真
に
、
校
正
を
し
な
が
ら
ど
れ
だ
け

慰
め
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　印
刷
所
か
ら
届
い
た
梱
包
を
開
封
し
た
時
に
現
れ
た
色
鮮
や
か
な
表
紙
と
イ
ン
ク
の
匂

い
や
、
ペ
ー
ジ
を
捲
っ
て
間
違
い
が
無
か
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
時
の
安
堵
感
は
言
葉

に
し
難
い
。
大
学
出
版
会
に
配
属
さ
れ
て
本
書
を
制
作
す
る
機
会
が
無
け
れ
ば
、
本
に
つ

い
て
知
っ
た
つ
も
り
で
人
生
を
終
え
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
意
味
に
お
い
て
、

私
が
初
め
て
制
作
に
携
わ
っ
た
、「
何
年
経
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
」
一
冊
で
あ
る
。

色鮮やかな美しいカバーの写真
は、著者の安藤潔先生ご本人が自
ら車を駆って湖水地方やスコット
ランド、ウェスト・カントリーを
巡り撮影したもの。南ウェールズ
の ワ イ 川 と ス コ ッ ト ラ ン ド の
Loch Awe である。著者の強い希
望により、研究者として尊敬され
ている龍谷大学名誉教授の山田豊
先生のご著書をイメージに、カラ
ー写真を全面に出したうえでタイ
トルの書体にもこだわった。

［関東学院大学出版会・2022 年／
A5 判・332 頁・定価 3,300 円］

何
年
経
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
、
編
集
者
の
一
冊
《
13
》

安
藤
潔
著

『
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
と
英
国
旅
行
文
化
』

畑
岡
壮
一
（
関
東
学
院
大
学
出
版
会
）
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